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は　じ　め　に

　文化(Culture)という言葉が意味するように，我々の仕事は，

有形無形の文化遺産の歴史的解明のための日々たゆまない耕作

(Tillage)であるといえよう。

　当研究所が曽って課せられた分野としては，近畿地方を中心

とする仏教文化の研究と平城宮跡の発掘調査であったが，数年

来のすさまじい社会開発は，我々が上記の分野のみに止ること

を許さなくなった。建造物における民家の緊急調査,飛鳥･藤原

宮跡をはじめとする史跡，埋蔵文化財包蔵地の発掘調査など全

国的規模において我々の参加を要請している。もちろん我々の

力は人的にもそれらの要請に充分に答えられる程強力ではない。

少い力で新しい技術の開発などによりより有効に成果をあげる

よう努力しているが，我々が恒に痛感していることは，文化遺

産を護るということは国民の理解なしにはなし得ないというこ

とである。

　1969年度の当研究所の年報を発行するに当り，この小冊子が

理解の一助となることを願いつつ，更に困難な仕事に立向う心

を新たにすると共に，当研究所の事業に対する理解と協力を広

く御願いする次第である。

　　　19 7 0年１１月

奈良国立文化財研究所長

　　　松　　下　　隆　　章
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久米田寺の華厳教学関係の仏画
1969年度美術工芸研究室の調査 1 

;~州地方の名来IJである久米田苛í' (大阪府岸和田市池尻町〕には，重要文化財の絹本着色星長

茶緩 ・絹本着色仁王経曇茶緩 ・絹本着色安東蓮聖像などの優品が伝存していて名高L、。この

寺が中世南都の華厳教学や律学とふかい関係にある点を着目し，本研究室では，南都仏教絵

画研究のーっとして，あらためてその所蔵絵画の調査をおこなうことがあった。その折，中

位華厳数学に関係する絵画資料として注目すべき，未紹介の資料 2点に接することができた

ので以下その概要を報告する。

華厳海会善知識図 華厳経入法界品の所説にもとづく善財童子の善知識歴参凶には，東大

寺の額装と巻子の五十五所絵がとくに著名であるが，そのほかに華厳海会善知識図と称する

一群の善知識図が存在するの永仁2年(1294)頼円筆になる東大寺現蔵の旧性海寺本，ある

いは志玉(1283-1363)将来と想像される東大寺蔵の別本，また高山寺蔵華厳海会聖衆図な

どが近年紹介され，その成立事情について論及され，宋本もしくは高麗本の影響の大きいこ

とがあきらかにされた。このほか，最近に寓目したものに，閤城寺法IYJ院に旧.11:海寺本と凶

像を同じくする画幅が作在している O しかしながら，現存する将米図像は， }t!;~禅師の石版の

『善財参問変相経~ (五;f!3知識頒)と，仏国禅師の木版の 『文殊指南図讃』とにすぎず，宋本

や高麗本からの影響は画風と図像上推定されてレるが，将米本の図像上の直接的影響を，明

確かつ具体的に指摘できる作例は，いまだ紹介されてはL、なL、。そうしたなかで，久米田寺

本は，その善知識図54景のうちわずか 1景をのぞいて，すべて『文殊指南図讃』の図像によ

っていることがあきらかな，Jtらしい 1f5iIJである。

本図は絹本着色，竪 115.Ocm，横 77.0cmの掛幅である。巻留に「五十五善知識之像 明恵上

人之御筆 久米多寺什物」の墨書がある。剥落がひとくて画容は!鮮明さを欠くが，画面中央

部にそれが著しく ，毘庫舎那如来の像容やその上方に書せられた双鈎の「華厳海会善知識図」

とL寸画題，また歴参図諸景のうち第 31・32・33および 40・41・42景に当る部分では，ほとん

ど画容を認めることができなし、。このような損傷のはげしさが，本図の紹介と研究をおくら

せた一因とも考えられる O しかし，その残存部で認められる画技は細紙というべきで，手闘

い描写カをもっているO たとえば，第26景波須密女 (第 1[主1)についてその揃法をみてみるO

波須密女の朱衣の衣摺はーっちがL、に朱最をほどこし，輪郭を墨線で描き，墨を平塗にした

頭髪の上の宝冠には，彫塗の金泥線をもちし、る。侍者は着衣を朱彩にし，冠は墨の平塗，普

財童子では領巾を緑青ーにするな と細部の色彩構成こそ別様になるが，その措法の細密さはiJ5i

須密女と同様である。波須密女と善財童子との聞にすえられた炉は，黄土で彩り細部を金iJe

でHliき，朱で火焔を表別してL、るo -)j，侍者のが?の丈の高L、朱塗の凶l台にすえられた炉は ，
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久米間王子の輩出支教学関係の仏画

みro図華厳海会善知識凶 婆須官女段 弘il21五|よ百~、J行 I HI'6l;in !%5ji省次段 f:rlii瓦経19i収

:iL 11己の品~;塗である O 画風は朱〔ιx;し、は丹〉と金泥が多用され， 色!合と形態に宋画の影響はあ

きらかである O 色彩の情感には乏しいが，細部にL、たるまで描写を忽せにせず，墨の鉄線描

で{政綻のない画境をつくっている。画趣の濃厚さにf引、て遜色はあるが，奈良阿弥陀寺の観

径卜六観相図などにちかし、画境をしめしていて，鎌倉時代の仏画における宋画受容の好一例

にあげうるものである。制作時期は，鎌倉時代も最末期にはくだらない頃，おそらく，永仁

2年(1294)の旧性海寺本と相前後する時期になったものであろう。

図像学的には，本図は前述のように， 仏国禅師の『文殊指南函讃』の図像をまったく忠実

に踏襲するものである〈第 1・2図〕υ小異としては，画景中の樹石などの細部描写が，本図で

は省略され簡略化されているにすぎなし、。しかしながら，本図の全体的構成(第 1表)をみ

ると， r文殊指南図讃』に欠けている中尊民 JI，~:舎芽jl釦来と第53景再見文珠とが描かれているO

本凶のt~h七舎別1如米は， タふされた像容からJ1i '討をするに，二重光背の川 |瓜に五彩の放光背を負

い，六角台上の蓮華座に坐し，宝冠を冠り， 1"[手を!同吋して手首を外側にまげる{象容に拙iか

れている。これは旧性海寺本の見直舎那如水Jと陥{以する。また第53対再見文殊の図像も，旧

|全海寺本とまったく同じである。画幅上段「華厳海会善知識凶」と出書する点，各景の向っ

て右上|偶に善知識名を書く点もまた，旧性海寺本と同じである。 したがって，本図が制作さ

れるに当っては，w文f)fミ指南|礼賛』と別で，旧性海寺本とは共通する苦知識図がイヂ在したこと
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奈良国立文化財研究所fF松

を，想定してみることはできる。たとえば，巻留墨書にいう高山寺山恵の影響である。善知

識図の流布は，建仁元年(1201)明恵が絵師俊賀に捕かしめたことに始まるといっ。そして

旧性海寺本が， その明恵の影響下にあることも指摘されている。そうしてみると， ~文殊指

南図讃』の直接的影響のあきらかな本I~ではあるが，なおその制作に当っては， I~J恵以降の

善知識図流布と L、う事実が忘れられではなるまし、。ただし，本図の制作|時期は，巻留墨書が

いうような明恵在世時にさかのぼるものではな<， 明恵筆というのは伝承としか解されな

L、。なお巻留墨書について附言すれば，本図題名を「五十五善知識」と称することは誤りで

はないが，前述のま口く本図では「華厳海会善知識図」と書する以上，それに従うべきである。

本図の伝来は， とくに久米田寺禅爾(1253-1325)の存在が考えらるべきであろう。禅繭

は，弘安 6年(1283)顕尊の後をつぎ本寺に止住すること40年におよび，本寺経営の面で中興

開山にも似た役割をはたしている。その教学はとくに東大寺凝然 (124←1321)に師事し，華厳

と律を中心に，南都教学の伝統にたち，なかでも華厳教学は東大寺宗性(1202-1278)および

凝然、と L、う東大寺華厳教学の嫡流を継承するものであった。そのことは，禅爾の法弟称名寺

湛叡 (127ト 1345) の華厳教学を徴しでもあきらかである。 以上のような事情を考慮すれ

ば，凝然、の『花厳宗教諭章疏目録』にみえる「善知識図二巻文殊指南図讃一巻仏国禅

師述善財参問凶相経 一巻」と L、う記事は大きな意味をもってしる。前述のように善知識

W H長 華民正海会*知識の構成13:1 第 3広1i青i!J<(国師智倣像

- 4一



久米田王子の華厳教学関係の仏画

図におげる明恵の大きな影響は否定し難L、が，木図の場合は，直接的には東大寺伝来の『文

殊指南図讃』を基に，凝然、或いは禅爾のもとで制作され，久米田寺に伝来したことを想定す

べきであろう。

伝清涼国師澄観像 久米田守には，禅爾の教学を継承して，華厳と律の祖師画像がすくな

くなL、。華厳関係ではp 社/1煩 ・法蔵 ・澄観 ・宗密の，律では道宣・鑑真の諸像が伝存し，

そのほかにも明恵 ・顕尊 ・道11日の諸像が存在する。このうち，法蔵 ・道宣 ・鑑真のように通

例の図像をとるものもあるが，他に作例のすくない華厳祖師像のうち，とくに華厳第4祖と

称せられる澄観 (806~820聞に残〉の画像は，図像学上の問題を新たに提起しているO

本図(第 3図〉は，絹本着色，竪96，5c血，横53，Ocmの掛幅である。顔面と左半身との一部は

剥落し，右半身の法衣や台座の縁に若干の補筆があるが，全般に原容をよくとどめている O

鉄線描を主体とするが，顔貌の謹細な描線や鋭い筆意、をみせる衣摺線は，黄土 ・緑青・生桔

を中心とするやや冷たい色感とともに，本図が宋画受容後の高僧画像であることをしめすO

制作期は南北朝時代になるものであろう。

i奇観の画像には， 東大寺戒壇院伝来の華厳五祖像(現存は 3幅〕の 1例があるO 法被をか

:十た曲是に坐し，右手の摺指と第 2・3指とを捻じ左手に巻物をもっその図像は， 本図と著

しくことなり ，顔貌も似ていなし、。制作時期も室町時代末期にくだる。とれは同名異図像で
(2) 

ある。これにたいしより注目すべきは，異名同図の東大寺の至相大師智俵像である。智懐像

には，木図にみられる法衣の文様は柿かれていないが，像容顔貌l土木図とまったく同一で，

本図と同じ粉本によることは疑をいれぬ。制作時期も本図にちかい。そのようにみてくると

澄観像の図像学的正統性について p 本国は新たな問題を提起しているととがわかる O さらに

本図に関連してとりあぐべき問題に，称名寺に旧来慈思大師像と称した高僧像がある。この

画像は，通例の慈思大師像とまったく図像をことにし， 本図とむしろ似ているO 曲呆に坐す

点が本図とことなるのみで，後頭部の角張った感じゃ下顎の発達したやや下脹れの顔貌ι
栂指を交叉させ両手の他の指尖を衣袖にかく す手印とは，本図にちかし、像容である。称名寺

はp 智照 ・湛叡などの華厳教学をとおして，久米田寺とは浅からぬ関係をもっていた寺でも

ある。東大寺の伝智鍛像とともにp 称名寺の伝慈思大師像は，本図の同図異名像として問題

にすべきであろう。南都の高僧像のなかで華厳祖師像の作例はすくなく，なお不明な点が多

L、。木図は，その意味で重要な資料に数えられるものである。

註 1 梅{半次郎「東大寺本善財童子絵巻私考J(大和文華第29号，1959.4)，梅津次郎「善財章子歴参図の

i吉本についてJ(u秘宝東大寺~J:: ， 1969 ，l1)，石田尚豊「華厳海曾善知識受茶羅図J (ミュージアム

第155号， 1964，2)，石田尚豊 「明恵上人をめぐる華巌援相図J(国華 879号， 1965，6)。

2 Ii秘宝東大寺』上(上掲〉図334。

3 U金j宰文Jlji.保管折、名寺文化財目録~ 0"金津文庫研究紀要』第3号， 1966，3)悶170 (平田 寛〉
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絵画・彫刻・工芸の訓査

1969年度美術工芸研究室の調査　２

　南都仏教絵画の研究　　昨年度にしヽきっづき，中欧の山都仏教ど泗に南都高削像とに主眼を

おいて訓告研究をお二なっΛ二。本年度に調告レヒ主な寺社によレ奈良東大寺・薬府か・法隆

寺・酉大寺・植槻社，神奈川称行寺・光明万，京邪詰丿京寺，大阪久米田く卜ょどがある。

　二の也文化庁の指定およひ雅理･社業に関連して，奈良薬師寺，京都醍剛寺・束福寺・教

王護国寺の諸∩漕』にっ卜て調査研究をお二･なった。。

　堂塔壁画の研究　　わが国絵画史のなカご卜重要な一面をしめる壁画の図像と技法につレヽて

調査をお二な卜，同時に文化庁のお二万引億写事業の基礎資料の整面に資するもので，本年

度は，模写中の大分富社寺大堂二つ卜て，同寺および京都堂本家の堂本に|]象座写図の調査を

お二なった。その也修理中の京都大原三千院内部とくにその舟玖天井と来迎野についての

調告をおこなったｃ

　仏像納入文書の調査研究　　咋年贈]につづ卜て，奈良円I氏寺南無仏太了像・伝香寺南無仏太

子像・金判L｢寺金剛力士像・聖徳太｣'･師・内大jj釈迦故|来像レ京都ﾂﾞ｣徳院阿弥i佃如来像・法

園寺釈迦如来像，岐阜安国寺瑞巌和尚像に良野｣よ謳昌ﾔ堂レイ|丙良刊象・八坂藤尾観音堂千

千観音配福井意星寺干于観音鼠滋夕Iび争信寺坦薗と菩μ砿佐賀高城万円銘紳顔I府妬二つして

調告し，これによって本研究の訓告段階をほぼ終了した。

　南都造像史の研究　　|‾|ド円仏二継続してノ｣[LI:I:の南都に川十る仏師にかんして検討し，奈良

長岳割呵弥陶如来像をけじめ，]こ弓寺・旧∩米密寺・品善九大分永興寺などの諸像を調査

するとと仏二，奈良法隆寺の夢殿・｣也蔵堂・護摩堂・北判完・宝珠院，薬師価M堂々どの諸

像についても調査した。

　写真測量による仏像実測調査　　奈良法|涯寺,溝堂薬師如来像・長岳寺阿弥咆如来像・円成寺

大日如来像・薬師寺聖観音剛京都広隆寺講堂阿弥晦如来副二ついて，写真測量による実測

調査をおこない，主として頭部(ＯＡＥ所所)の図化によって，時代別基準作例の様式比較を

試八だ。

　その他の彫刻調査　　奈良丹生川上神社，京伺けく波羅蜜寺=・舞鶴円|賜寺・舞嶋万願寺の依頼

によってい各社寺の諸像の調査をお二たった。

　工芸作品の作風と技術展開の研究　　本年為よこ染織分野に限り，友即染をと凪ちげて，祖形と

技術の展開を研究し，まΛ二更紗染や琉球の紅閲と比較し，史料を幣節レケ，

　能装束の研究　　江戸時代における大行家に蔵された能装束,淵介の一環とＬで，まず陥前

藩士池旧家匠宋の能焚火〔･ |｡ヽl;･|111二･〕"jF･|･'ili･|‘･i.jl'=･反｀)匹･=一一155111t'嗜,jJ.11dっがし，-‘･り'7tloim･･1･ji_た｡ｴ，

-
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古代建築についての二三の調査
1969年度建造物研究室･平城宮跡発掘調査部の調査１

法隆寺中門　　西院伽藍のなかで乱金堂’塔’回廊とともに飛鳥時代の建造物として国
宝に指定されている。Ｌがし，なぜか単独の建造物として研究対象となり成果が公表される
ことば少,冫かった。このたびレ建造物研究室では，「日本古代建築の部材構成に関する研究」

（沢村）に科学研究費補助金が交付されたのを機会に，中門の第１回調査を実施し，その復原
と部材構成とについて試案を作成した。成巣はおよそ次のようである。
１古村の残存　現状と明治34年の修理時に作成された実測図とを比較して，材質・形状

・寸法・風蝕から当初材の現位置をたしかめたところ，上・下層とも柱・斗拱・通肘木その
他に多数の創建材と古い時期の補足材が残存していることをみとめた。特に上層大梁・棟木
・棟木下肘木等瓲原位置または転用されて残っていることがわかった。
２角材の断面寸法　当初材とみられるものでも，金堂・塔の部材ほどの仕上げ精度はみ
られず，成巾とも平均値に対し６回以内の出入があるものが多い。測定値の頻度グラフの山
を中心;二全部の60％を占める部分について測定値の最小自乗法による平均値をとると，角材
の成は23.1cm ・ 巾は18.3cmとなる。これは造営尺でどうなるか，簡単には定められたいが，
仮に中門初層柱間寸法が高麗尺完数で計画されているとし，その平均値から１尺を35.2cm

（現1,163尺）とすると，成は６．５寸，巾はその５分の４にあたる。　これは金堂・塔にみら
れる７．５寸×６寸の角材断面より１寸低い成を規準とした可能性をしめす。　たsごし，測定

値にバラツキが多く
，斗梹その他実測寸法に不充分な点があるので，まだ断定はできない。

３構造復原　現状・古材位置・明治修理以前実測図を検討し，修理前は中門と金堂とが
酷似した構造だったこと，修理にも前の構造をほ£伝えるよう留意していたことを知った。

調査結果と金堂の復原構造を参照し
て中門の創建時構造を復原してみた。柱高・斗拱など

の積上高に疑問はあるが，およそ第１図のような断面と考えることができる。重要な点でな
お不明なことも多いので，さらに調査を重ねて

修
正したい。二の調査にあたって法隆寺当局・

奈良県文化財保存事務所
・西岡常一氏らの御協

力を卜こいごくことができた。　　　　（沢村　仁）

薬師寺東塔　　
東塔の建立をめぐっては，本

薬師寺移建説と天平２年造立説の２説があり，
これに関連して古い部材に手法・寸法の点て２
種類あるのではな卜かという疑問が提示されて
（））1`る。この点につ卜て部材の才法差を確かめる
日的で･塔の内部から組物を実測調査した。第　　　　第１図　法隆寺中門推定復原断面図

７－



東大寺法華堂正堂

薬師寺東塔裳階

薬師寺東塔身舎

第２図　斗寸法・肘木寸法分布図

T勹八目立文化財研究所年卜娘

２図巾・下段は身舎と裳階の各部寸法の分

布
状況を表わしたものである。
１　斗　身舎の斗は，一般的に寸法差が
少なく，高い=集中度を示すっ斗成(斗の高さ)
では折線に鞍部が生ずる所があるが，それ
が村の２檢を示すものとは考えられない。
なぜならば，斗巾では高い集巾度を示すか
らである。裳階の斗では,同一層での寸法の
分散化がみられ,層ごとの寸法差も大きい。
２　肘木　身舎・裳階の肘木成(肘木の高

さ)は,ともに全般的には集中度が高いが，
各層別にみれば両者で異った変化が認めら
れる。すなわち，身舎では，初重下段・同

上段
・２重・３重の順に肘木成を低くして

いる。これは肘末長さの縮小に応じた変化
である。,いっぽう裳階では，吋木長さを各重同寸としているため，吋木成捐司寸で，集中度
は高い。しかし，３重の折線には２つの山が認められる。
３身舎肘木の笂繰り　　俺繰りの無い佃所は，各重の隅行肘木の他に厂初亟内部の50ヵ所
(89％)と外部の17ヵ所(24％)2重内部のすべてと外部壁付下段・手先方向，３重内部の20
ヵ所(50％)，三手先目では２重北面に４ヵ所(同一佃体)にすぎない。初重・３可(の擺繰り配置
はきわめて不規則であり，身舎内部には未完成のものも数例ある。
以上のようにみていくと，古材に２種類ある可能性は，身舎については成立しないように

思われる。ただし，裳階については問題が残る。
東大寺法華堂正堂　　薬師寺東塔の場合とほｙ同様の趣旨と方法で調査を行ない，当初の材

とみられる部材について第２図上段のような結果を得た。分布状態を薬師寺東塔身舎のそれ
と比較すると，集中度は鈍いげれども分布状態はよく似ており，これを当初材寸法の個体差

(2)の範囲であると仮定できる。ただし，当堂は後世の大改造を受けて卜る。中古材のうち特に
注目されるのは母屋柱上組物の手先肘木である。これは繋梁のように側桁まで延びており，
中古に補強のために挿入されたと思われる。これにつれ，その上の三斗には中古取替材がと
くに多い。これらの中古材は，ほとんど平安末期の様式を示して卜る。これらの材の寸法と
肖初材の寸法とを比較すると，斗の木口巾が小さくたるほかは平均値でほりd様の箘となる
が，寸法のバラツキは大きい。

註　１　余良県教育委員会『薬師寺東塔及び南門修理
工事催告書』(1956.11)。

2　ｲ列えば　斗の調査総数297 fWのうち当初材の184 m,中古材59個，明治1454fl.ljに･ある。
(宮本長二叩)

-
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今井町の民家調査（ 2) 
1969年度建造物研究室 ・ 平城宮跡発掘調査部の調査 2 

建造物研究室では，昨年度から奈良県橿原市今井町の民家を調査している。本年度は，昨

年度の調査地域（本町通・御堂筋〉 の北に隣接する中町 ・ 大工町 ・ 八幡町 ・ 西新町 で実施し

（第1図），対象とした209軒のうち87%にあたる182軒について調査できたo調査内容は昨

年とほぼ同様で、あるが，このほか，坪庭あるいは露路ともいうべき庭をもつ家の配置図を｛乍

り，主f二，町並の一部について， フ アサ 一 ド
、
（正立面〉撮影を試みた（第2図）o 車干

調査しfニ家l主 P ごく最近の新築になつたもののほかは， い ず

うげてL 、；三。 これらにつ いて改造前の旧状を復原すると， その大 多数 は

j古註をもっ形式で、あって，通庭にそって片側に室を 1列（2～3室〉，あ

るいは2ylj (4～6室〕に配している。今回の調査で復原した，103軒につ

いて前回の幸起にしたがい，室数によって二間取 ・ 三間取などと区別する
」、ナこまどり

三間取27

四間取1 2 
五間取 3 
六間取11

計 103

と，右i二しムうすように，小規模な家が7割を越えており，二間取が約半数を占め，三間取が

これに次L、でいる。これは，昨年の調査区域で三間取が最も多く，六間取など規模の大きな
家も比較的多カミったこととは異った傾向で、ある。

ここで住宅として，多くの問題をかかえている小規模な家，とくに二間取につ いて検討す

ることにしよう。

二間取の家（第3図）は， 間口4 ～ 6 m, 奥行5 ～ Smほど で， 通庭（｜｜届2～3 m）と 2

室（3～6畳〉を配しており， 通庭をふくめて30m2前後の面積である。 1戸建はすくなく，

2～5軒の長屋が多L、。また持家で、はなく借家が大部分を占め，いわゆる借家普請で，古材
を用いて建てた建物が多い（第3図）。

通庭と2室の使い方をみると，まず通庭は，家の出入口であって，表の道路から，家の裏
に通じる通路である。通庭の表半部は，壁にそって下駄箱・物入などを置く収納部にも使う。
その奥半部；主炊事場となっている。つぎに2室のうち，表側の室（ミセ〉は作業をする空間

であり， 日常の接客の場である。 奥の室（オク ・ ザシキ）は食事をとり， 家族がだんらんす

る場であるc両室ともに，夜は寝室に変
る。二間取では，このように食寝分離が
できない。

二間取の家がカ叶込えている最も大きな
問題は，当然ながら室数がすくなく，せ
まいことであって，家族が多い 場合は，

生活様式の近代化（個室の確保・炊事場の
改善 ・ テレビなど耐久消費材ーの増加など〉につ
れて破綻をきたし，とくに深刻である。 図の「「！央との J の却分の同第1図 今井町民家調査区域取りを第3図にしめした

-9-



ゴマ良国立文化財研究所牛報

拍
手

21ズ｜ ファ＋ード（正立而）撮影のl例 お3図 二間取の四軒長屋の平面図

これに対してほ， つぎのような増改築をおこなって対処している f二 1 ）屋根裏〈ツシ）に

個室を作るc この例は多い。 2）通庭の一部に ユ カを張り， 室にする。炊事場・食堂にする

例が多い（第3同B）。 3）背面に台所・個室を増築する（第3図A）。 主屋からすこし離して，

個室・台所・W］えなどを作る〔第3図D) ,, 4）長屋の場合 ，2軒分，3軒分を1世帯で使う。

5〕2階建てに新築するc 以上いず
＇

,hの場合も， ユ カ面積をJ広げる努力をはらっている。 こ

の反面， 増築しない場合は， 空家になったり， 老人だげで、 住むという例もある。 面積の拡大

は，必らずLもスム ー ズにおこなわれるわ（「ではない亡資金の問題・家主との関連・敷地の広

さなどと閃係するからである。 また， 通！在にユ カを張るにしても，実施しにくい理由がある。

通庭の使L、方につL、ては， 先にのべfニc 今井H!Jにカミぎらず， 道路に而してi敷 地の間口いっぱ

L、i二建つ111r家では， jffi.）告は， 従来すくなくとも， 1 ）没取人の通路， 2）士足で炊事作業を

しなければならないとL 、 う給水や台所の設備， 3）表の道路と家の裏との通路などの役目を

もっていた。 このうち， 現在2) （土上水道やプロパンガスの普及によって問題がなくなって

いるが， 水洗便所が主ったく背及していないこの町では， 1）は未解決の問題として残って

いる。 しかし， J!H庭に張ったユカの一部をあげて通路にできるような了.）ミがみられる。 3)

に対しては張ったユ カの上を通路とすることによって耐えている乙

つぎに， 二間取に1室を増築してできた三間取・（仮称， 増築三間取）と最初から 三間取であ

ったものと比較してみよう。 後者の三室は表側からミセ ・ ナカノマ ・ オクとよばれている。

オケは通庭との境を壁で仕切り， トコ ・仏壇を構えることが多く， 接客座敷としての性格が

強L、。 また寝室としても使われるの これに対し増築三間取では， オケl工前述のように台所・

個室であり， 接客座敷とはならなl 'o こうみると， 同じ三間取であっても， 増築三間取は，

最初からの三間取とは別な発展過程をたどっていることがわカ hる（

以上， 泊、カミげたように二間取は借家の代表的な間取であって， 多くの問題をもっている。

このような家を， 現在の生活を容れながら保存ずるためには， 六11-\l取など規模が大きく余裕

の Lち る家を対象とする場合とはちがって， おのずカミら異なった方法が必要となろう。

註 1 「今井IHJl己家ari』1r:の概要」I （「奈良｜壬I {I.文化llJ研究所年NH969! 1969 .12） 守

2 大部分UYi；（：主京 1 ：司によって汁Jllljされている \1；間1 I 日J=l.97m_ （宮沢智士）
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香川県・富山県の民家調査
1969年度建造物研究室の調査・平城宮跡発掘調査部 3 

1969年10月から70年2月にかけて， 香川・富山両県下で民家調査を実施した。この調査は

各府県の教育委員会が国庫補助をうけて実施している民家緊、急調査の一環を なす も の で あ

る。香川県については， 伊藤・細見・村上， 富山県については， 沢村・宮沢・細見・宮本が

調査員の委嘱をうけた。富山県の調査成果については， すでに報告書が出版されており， 香

川県の成果もまた近く出版されるので， ここでは， その大要をのべるにとどめる。

香川県の民家 香川県の民家調査を全県にわたって実施するのは，今回が初めてである。

まず， 市IHJ村が提出した民家のリスト2491莱（第1次調査〕のうち，83棟を実地調査（第2次調

査〉し， このなかから重要民家9棟をえらんで詳しい資料を作った（第3次調査〉。 調査対象

となったのは，17世紀後半から19世紀にかけての農家とl町家とである。

建設年代の明らかなものは13棟ある。最も古い民家は小豆郡内海町の菅悟氏住宅， これに

統くのは， 大川郡大川IIIJの古川栄氏住宅であって， それぞれ安永5年（1776），同9 年(1780〕の

棟札を持っている。このほか， 高松市の小比賀信II青氏住宅（第l図・第一 3図l〕と， 大川町の

旧恵与IJ克巳氏住宅（第3図3〕は，17世紀末にさかのぼるものと考えられる。 小比賀氏住宅は

慶長年間に建設したという伝

えがあり， 大庄屋にふさわし 墨 γ
L 、大規模な家で ある。 し か

し， のちの改造が多く， 当初

の形に復原するのは困嫌であ

る。旧恵利氏住宅は， 普通の

規模の農家であって， 部材が

制く， 手法に古い要素をとど

めている。

香川県の農家の間取りは，

横二間取・三間取 （広間型〕

．前座敷三間取・四間取の4

つの型に分類でき， 地威的な

分布をしめしている。横二間

取（第3図2）は， 土聞に面し

て居室， その上手に座敷が績

にl 7ljに並ぶものであって，

大川郡淑江IIりを中心とし， 徳

第1図 小比賀信l晴氏住宅 四方叢造り

第2図 谷川茂一氏住宅 ツクダーレ
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奈良国立文化財研究所作報

第3図 香川県民家平面図 1大型農家高級市小比賀信晴氏住宅（現状17世紀〉 2横二間取
農家長尾町細川正治氏住宅（復原 18世紀初） 3三間取（広間型）農家大川町旧恵利克己氏住宅
（復原17世紀末〕 4三間取（広間型系）農家白鳥町山下増夫氏住宅（復原18世紀末〕 5四間取農
家琴南H汀谷川茂一氏住宅（復原18世紀初） 6 IHJ家宇多津町志村忠雄氏住宅 （復原19世紀中頃〉縮尺約1:550

島県との県境に近い山地に分布している。三間取 （広間型〉は， 土聞に面して広聞をとり（第

3図3）， その上手前面に座敷， 背而に寝間の2室がつくものであって ， 大川郡大川町と白鳥

町一荷および小豆郡にみられる。 なお， 三間取の先駆形態として， 寝間のみをかこう， 単純

な平而〔第3図4）があげられよう。前座敷三間取は香川県の中央および西部の山間部にみら

れるが， 実例は2棟のみで， しかも年代が新しいものである。四間取（第3図5）は， 土聞に

面して前面に居間， 背面に台所の2室 ， その上手前面に座敷， 背而に寝室をとるものを基本

とするものであって， 香川県の他の地域に広く分布している。なお， 四間取でも古いものは

l食違い， 新しいものでは， 整形になる。大規模な家では六間取となるが， その基本はやはり

四間取で， さらにその上手に座敷2室が備わる。さらに大規模な家（第3図l〕になると仏聞

が独立する。

香川県の農家の屋根は， 寄棟造草葺が大多数を占める。平野部では， その四方に「オブタ」
ひさし しほうぷた

とよばれる本瓦葺の庇をつけた「四方蓋造り」（第1図〉 が多くみられ， これに対して山間部

では， 庇をもたず， 草葺屋根を軒までふきおろす「ツクダレ」（第2図〕が多L 、。 棟おさえ

は平瓦を1枚ずつ棟にそってならべる。
とおりにわ

H汀家の間取は， 一方を通庭， 他方を室とする。室は， 小さい家では1列2室（第3図的，大

きな家では， 3列3室の部屋が並ぶものである。

富山県の民家 富山県においては， ほぽ全県下で調査を実施した。 ただし， かつて調査

さ)1-ている五箇山地方は今回は対象外とした。第 1 次調査のリストにのぼったもの 239棟，

第 2 次調査を実施したもの63棟， 第 3 次調査によって精査したもの11棟である。 これらは農

家・町家・漁家によって成り立っている。

富山県の古民家の残存状況は良いとはいえなし、。今回の調査による限り， 17世紀にさかの

ぼるものはみられなし、。建設年代の明らかな最古の民家は， 西!1\/ElitlS福岡ll!Jの佐伯有久氏住

- 12 一



香川県・富山以の民家調査

第4 IZI ’戸山県民家平副図 7 A型1:ui日IIIJ松原市次郎氏住宅（現状 19世紀初）
8 B型碗波市土木正平氏住宅（現状 19世紀中頃） g c型高岡市武田てる氏住宅
〔復原 18世紀中頃〕 10 IIIJ家小杉町老田富氏住宅（現状18世紀後半〉約［：500

宅 （第5図〕， これにつぐのは富山市の浮田総英氏住宅であって， それぞれ， 明和4年（1767)

の「家作諸入用」， 文化7年（1810）の「家材木弁品々留帳」を所蔵している。 このほか，

高岡市の武田てる氏住宅（第4図的も， 18世紀中頃に建設されたものとみられる。

富山県下の民家を概観して， 注目されるのは ， 幕末から明治にかけて建設された家に， き

わめて立派なものが多いことである。新湊市の宮林彦九郎氏住宅 ・ 汐海五一氏住宅， 高岡市

の菅野淳一氏住宅 ， 繭波市の小林豊一氏住宅 ・ 小幡賢太郎氏住宅などがその例である。 ま

た， 富山県には， 大規模な民家が多く， とくに平野部に目立っている。 しかし， 孤tl!L市の土

木正平氏住宅（第4図8〕 ・ 荒木文吉氏住宅などのように，小規模なものも若干残存している。

富山県の農家は， ヒロマ ・ チヤノマ ・ ダイドコロの有無を基準として， 図示したように，

A ・ B ・ Cの3つの型に分類できる。 A型は山間部，C型は平野部，B型は山間・平野の中間
と むら

部に分布している。 ただし， 大j主屋に相当する十村など， 階層的に最上層を占める家は， 特

殊な間取りをもつものがある。

町家では， 上記の汐海 ・ 菅野

・小幡氏住宅のほか， 下新川郡

朝日IHJの川上甚市氏住宅・婦負

君I＼細入村の烏繁氏住宅・射水郡

小杉IIIJの老旧山氏住宅（第4凶10〕

どが白二回される。

註 1 ＇＆詰山県教育委員会『’凶山県の

民家』(1970. 3) 

21菊野克 ・ 伊藤延男『富山県五

箇山民家予備調査略報告』
(1956) 

（宮沢智土 ・ 村上初ー〉 佐伯有久氏住宅 庇が茅葺
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一乗谷朝食氏館跡の調宜（ 2 )

1969年度建造物研究室 ・ 平城宮跡発掘調査部の調査 4 

福井県足羽郡足羽lllJ一乗谷にある朝倉氏自，，＇i跡の1969年！lit：の，4J�j査は， 主殿の北・西方と園池

東方の山腹の約2, 700m2について実施し， 主殴を中心とする館内の主要建物の配置を明らか

にした。検出した主な遺構は，建物9 ・ 塀1 ・ 井戸1 ・ 士墳3 ・ 石敷3 ・ 溝などである。

主殿の西北には東西建物があり， 主殿北面西端の 2間分でむすびついている。 この付属建
物は ，東西両部分にわかれ，それぞれ梁行寸法を異にしているが， ともに｜有部には炉， あるい
はカマド、 状の石積み設備をもち， また南辺には， 石敷の踏み出しをそなえた出入口がある。

主殿の東北隅には主殿の柱列に合わせて作った小建物がとりついている。 今回調査した他

のすべての建物が， 1.89m （二6尺2寸5分ニ1間〉を基準として作っているのに対して， こ
の建物は，1.03mを基準とする柱間寸法をとっている。 小建物の南には東にのびる通路があ

り， また束には， 長方形の穴の中に玉石をならべて壁とした 遺構（方2m，深さ0.3m）と，
凝灰岩の切石（長さ0.3m ・ 11，百0.25m，高さ0.5m）を四方（プj0.9m）に配し， その内部に黒い灰層

が堆積している遺構とがある。 後者は風呂カミもしれなL 、。

小建物から通路が北にむかつてのびて， 東西棟建物にたっしている。 この建物の南隔に接

する東｜垣溝の北の側壁は玉石9 南側壁は凝）天王；ーとっかいわげてL、る。

通路の束には東西棟があり，その内部北半には石敷きがある。通路のl当には南北陳がある。

その南部には礎石がないが， ぬきとったものか ，本来，土問だったのかL 、 ずれかわからなし、。

主殿北西隅付属建物の北方5mには東西棟があるc 両妻に出入口があったらしL、。 なおこ

の建物とその西方の石敷とは， いずれも他の建物と平行せず， 西で、やや南に振れている。こ
れは北面土塁の方向に規制された結果で、ある。

主般に北接する2段石積の遺構は北方の建物群とへだてるための築地の基壇と考えられる。

園池東方の山腹には， つづら折れに屈折して池にそそぐ尊水路がある。 また， このほかに
園路・石橋も検出し た。

第1図 導水路と閏池

遺物はおもに， 主殿西北の付属建物， 東

北付属の小建物と， その北方の南北棟建物

周辺， 溝・土墳などから出土した。陶器 ・

土師器のほかに，青磁・｜主l磁・染付・天目，

瀬戸製飴柏の耳っき茶人とJ巴子付水差とが

ある。 また木製品には， 思漆をかけた容

器， 机の脚があり，DJ'.!部を菊花状に作り赤

塗をかけたギボシ様のものがある。

（田中哲雄）
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弟2凶 一乗谷朝倉氏館遺構配置凶
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臨川守庭園の調査

1969年度建造物研究室・平城宮跡発掘調査部の調査 5

｜恥川寺は京都市右京区嵯峨天龍寺）t_;i路IIIJにあるコ 同三子は後限削l天皇の皇子世良親王の邸

宅(II差［［成川端j)jlft)をのちに二、IJ＇とし， 元弘3年(1333）に夢窓国師の？？ 領するところとなった。

今回， 新設の市道が， その東端を高架で横切ることになり， 京都市は1969年1 1 ・ 12月， 岡

崎文彬京都大学教授を主任とし，橋脚建設部分をふくむ約4 aについて事前調査を実施した。

本研究所もこれに協力し， 牛川 ・ 宮沢・伊東 ・ 藤原 ・ 田中（哲〉 ・ ｛旧が調査に参加した。

A· B ・ Cの3トレンチをもうげ， 部分的に拡張して調査した結果， 園池 ・ 石組の一部を

確認した。 Aトレンチ西半は， 近年の削平をうけているが築山跡らしL、。 束半では， 園路の

側石とみられる石列と数個の庭石を検出した。 Bトレンチでは， 池と汀線の一部， および築

111の南側と庭石を検出した。 Cトレンチでは， 池の続きと園路， 南の池を検出した。 南の池

は， 出土遺物点、らみて江戸時代に埋めたてて後， 庭石を5個担えている。

I H土遺物の大半を占めるのは瓦であって， 軒丸JD3点 ・ 軒平瓦12点 ・ 鬼瓦1点が出土し

た。 いず
＇

，hも13！正紀後半から18世紀にかけてのものである。

今回の調査は， 小規模なものではあったが， 検出した庭園遺構が洛外凶. J合遺都名所図会

iニ拙かれた1:1,i J 11守庭園とよく類似していることがわかった。 天i'.f�守；i':i長｜布川寺古図のー舗には

lhil池らしいものと2つの建物を描L、たものがある。；m以にし、う友1ミ）奄 ・ 飾月判：等の庭園建築

との関連をもふくめて， 今後の調査が期待される。 （牛川喜幸）

c"M 

第Hs i ｜出川寺庭｜封 、 ｜λl白i図
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建築遺跡調査・測量・史跡整備

1969年度建造物研究室・平城宮跡発掘調査部の調査　６

１　建築遺跡調査

　金沢城（金沢市丸の内）　金沢大学の改築と金沢城跡の整備との調整のため，石川県教育

委員会゜金沢大学が実施した発掘調査。1969年７°８月。伊藤’河原゜村上が参加した。二

ﾌﾞ丸跡を発掘し，文化年間に再建した御台所などをふくむ殿舎跡の一郭，および，それ以前

の建物跡の一部を検出した。石川県教育委員会『金庫城ニノ丸跡発掘調査概報』(1970.3)参照。

　法金剛院（京都市右京区花園扇野町）　　法金剛院が収蔵庫を建設するのに先立って，京都府

教育委且会示実施した調査。 1968年８・９月, 1969年３月。牛川・伊東・田中（哲）ほかが参

加。日本最大の滝組を有する園池を検出した。　杉山信三「法金剛院跡」（『埋蔵文化財発掘調査

概報』1969.3)参照。

２　写真測量　　以下の４件につ卜て実施し，卜ずれにつ卜ても成果品として縮尺凭ｏの平

面図・立面図を得た。牛川・伊東・田中（哲）・佃が参加した。

　ウワナベ古墳東外堤，平塚１・２号古墳　　国道24号線バイパスの事前調査の一環として実

施。 1969年３・４月。主として葺石の遺存状況を写真実測した。

　五色塚古墳（神戸市垂水区五色山）　1969年９月。 68年度につづ卜て実施し，東西両くびれ

部と前方言南端近くの濠内葺石とを写真実測した。

　一乗谷朝倉氏館跡庭園（福井県足羽郡足羽町）　1969年4～12月。館跡の発掘調査と整備工事

に併行して，発掘によって規模があきらかとたった庭園の写真実測をおこなった。

　大仙院庭園（京都市北区紫野大徳寺町）　1969年９月。枯山水庭園の写真実測をおこなった，

これは文化庁による大仙院械o模型製作の資料に用卜られた。

　フゴッペ洞窟（北海道余市郡余市町）　1969年6 ・10・12月。北海道庁の依頼により，フゴ

ッペ洞窟の保存工事にともたって洞窟内部および外部の写真実測をおこたった。

３　史跡環境整備

　多賀城跡（宮城県宮城郡多賀城町）　1969年3・4・7月。坪井･牛川･藤原・田中（哲）ほかが参加。

　末松廃寺（石川県石川郡野野市町）　1969年3 ・ 5 ・ 7 ・11・12月。藤原が担当した。

　以上両者と七発掘調査後，遺跡の保存と整備を兼ねた史跡公園計画をお二なった。

　法皇山古墳（石川県加賀市勅使町）　1969年12月。牛川が担当した。

４　測　量

　太宰府都府楼（福岡県筑紫郡太宰㈲町）　1969年９月。沢村・牛川が，発掘・測量・保存

｀環境整備工事案作製にっ卜て指導した。

　夏見廃寺（三乗県名張市夏見）　1969年９月。伊東・田中（哲）が参加した。

三重教育委員会の依頼によって，寺跡および周辺の実測，地形測量をお二なった。
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『有法差別』井『有法自相』紙背文書(抄)

　　　　　　　　　　　　　　　1969年度歴史研究室の調査　１

　両書共に因明関係注釈書のでレニ）で･興福寺所蔵（第17号函）にかかり･巻子本･筆者は良

算（貞慶弟子）･古文書の紙背を利用して書かれて卜る。法量は『有法差別』が縦32.5cm,紙

数17紙･『有法自相』が縦30.3cm･紙数16紙･（両書共に料紙ｏ１紙ｏ長さには長短入り交る），薄

茶地表紙は後補のものである。原外題は本紙端裏に書かれ，もとはとくに表紙を付げられて

卜なかったようである。又軸を欠くが，軸付部分には糊の痕跡がなく，最初から軸もなかっ

たものと考えられる。

　両書共に各項目毎に建暦３年(1213)閏９月５日より10月16田こ至る間の日付が記されて

卜るが，『有法差別』には，「建保二年正月廿七日申時抄之以度々/沙汰為本少々加私潤色了
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ｒ
被
仰
下
候
也
、
口
御
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
）

汰
之
様
卜
中
限
（
、
清
水
寺
請
取
で
張
ロ
ワ
す
か

し
出
さ
ん
と
思
食
候
之
最
前
二
道
口
法
師
了
人
居
者
、

吉
水
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
力
）
　
　
　
　
　
（
尊
力
）
　
梶
井
也

青
蓮
院
門
跡
之
件
法
師
口
雙
尾
寵
人
ヽ
匹
長
被
語
梨

下
門
徒
、
現
此
不
覚
之
、
但
彼
″
被
召
出
テ
可
被
尋

由
来
之
由
、
尊
長
（
申
候
、
我
門
徒
二
張
本
ア
ラ
（
４

不
謂
是
非
可
召
進
。
、
吉
水
よ
り
（
被
仰
候
な
り
、

彷
猶
張
本
沙
汰
可
候
之
由
、
被
思
食
候
県
、

宣
旨
被
下
様
ョ
（
昨
日
御
甘
心
限
き
、

　
　
　
　
　
（
跡
）

道
勝
法
師
晦
口
逐
電
、
猶
山
門
二
能
居
で
口
、

疑
（
限
へ
と
も
、
一
切
不
知
行
方
候
也
、
最
前
二

入
居
で
法
師
。
召
出
フ
、
道
勝
法
師
口
口
も
可
有
と

モ
、
二
品
（
中
佐
つ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
力
）

此
子
細
具
二
（
被
聞
食
候
ぬ
れ
（
、
さ
り
と
も
御
才
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
言

　
二
（
成
政
了
、
昨
日
・
も
此
状
ニ
テ
才
学
付
夕
。
卜
仰

候
け
り
、

一

一

㈲
　
氏
名
未
詳
書
状
断
簡
（
後
欠
）

両
門
騒
動
無
為
罷
成
候
之
条
、
己
四
海
静
謐
基
候
獣
、

抑
殊
中
候
者
、
歳
末
上
様
両
三
具
、
為
毎
年
之
例
役

令
奔
求
事
候
、
去
年
七
所
望
事
候
き
、
可
相
働
後
年

也
、
今
年
（
不
及
力
事
等
お
り
と
蒙
仰
候
了
、
一
切

不
忘
却
候
、
不
顧
善
悪
十
合
司
蒙
御
恩
候
也
、
京
都

便
宜

　
　
　
　
　
一

―

一－18



　　　　　　　　　　　　　『有法差別』井『有法自相』紙背文書(抄)

良算｣という奥書があ‰両書共に建保２年(1214)筆者良算の撰したものであろう。
　－二に紹介する紙背文書は卜ずれも興福寺大衆発向に関するものである昿(1) ･(3)゜(4)゜

帥などによノてそ五に旨青水寺をめぐっての延暦寺との争によるものなることが知られる。建

保２年に近卜頃とすれよ　二の争は建保元年10月から11月にかげこの両寺の対立と考えられ

る。即ち10月21日清水寺僧等は興福寺末寺を止め，同寺を延暦寺末寺としようとした。　この

ため興福寺よ衆徒発向して山門の焼討を企てるに至った。院は天台座主を解官し，張本山僧

等を罪科に処することにより興福寺側を宥め，事件を収めたが，ここに紹介する史書により

明月記その他の史料には見られな卜多くの事実を明かにすることができる。

　(1)は延暦寺攻撃に当９ての陣立て･兵力構成･作戦等を具体的に物語るばかりか･瞰訴等

;二際しての贈兵の構成等を窺卜知ることができる珍し卜史料である。(2)の性格は不明である

が，(6)゜(いし併せ考えれば衆徒発向と全く無縁とは考えられな卜のでここに掲げることにし

目
口
手
事
、

　
　
口
野
卦
山
郷
兵
士
等
将
西
金
堂
ヽ
（
妙
見
可
ド
ダ

　
　
ー
・

　
　
欺
、
づ
豹
仁
方
口
手
於
路
牛
司
吹
貝
、
登
水
之

⑤畿診

白仁いぺ

可
依
衆
議
也
、

口
発
向
間
条
々
、

口
可
分
手
事
、

　
口
宇
治
可
著
山
階
里
、
於
山
階
可
口
手
、
大
手
越

　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
力
）

　
関
山
可
宿
大
津
、
口
口
七
匹
匹
尚
留
山
階
、
次
目

　
大
手
口
可
攻
坂
本
、
一
手
者
自
三
井
寺
山
口
峯
可

　
向
大
嶽
、
但
両
方
打
立
川
口
可
相
待
大
将
軍
使
者

　
之
催
也
。

　
　
　
　
　
　
（
陣
）

Ｌ
手
内
可
分
陳
事

　
口
陳
東
金
堂

　
　
凍
国
軍
兵

　
口
し
行
事
上
野
公

　
　
ｆ
ヽ
同
車
兵

　
口
叫
行
事
侍
随
公

　
　
‘
１
、
竜
花
院

　
口
回
菩
提
院

　
口
陳
肘

　
　
凍
丑
寅

　
口
”
ｐ
戌
亥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
陳

　
　
此
外
加
東
大
寺
可
為
べ
但
可
加
何
陳
云
事
、

②
　
交
名
注
文
（
折
紙
）

口
角
新
太
郎
　
守
観

口
波
入
道
　
宗
酉

口
屋
十
郎
　
則
吉

口
志
平
七
　
安
清

（
忍
力
）

口
海
清
太
　
‥
違

口
合
中
八
　
俊
則

口
口
小
源
二
　
頼
綱

－19－

(1)

有
法
差
別
紙
背
文
書

　
興
福
寺
衆
徒
発
向
条
々

（
折
紙
）

路
次
不
可
致
狼
籍
、
又
或
論
常
時
雌
雄
、
或
依
薗

日
宿
意
致
闘
静
之
輩
出
来
者
、
可
被
處
重
科
之
山
、

兼
可
有
合
議
猷
、

一
廻
手
事
、

　
美
乃
ぺ
（
寺
庄
近
江
等
七
大
寺
領
兵
士
、

　
江
経
塩
津
、
可
裏
後
也
、
甘
心
賢

一
路
問
用
意
事
、

自
東
近

（
揚
）

楊
旗
吹
貝
、

可
懸
火
、

但
不
可
焼
堂
塔
、



　　　　　　　　　　　　　　　　奈良国立文化財研究所年報

だ。（3）に見える「按察」は後鳥羽上皇の近臣按察使藤原光親のことである。覚真書状は（3）・

（9）・（10・ ㈲・㈲と５通あるが，日付には「寅刻」「十六日巳刻」「午刻」「十六日戌刻」と時

刻まで記入し，衆徒が宇治にまで発向し，切迫した状勢下にある京都，特に院の動きを，刻

々南都にある正覚房良算に報告し自重を求めたものである。特に（9）には「前々の衆徒ニハ長

者殿口御使にてこそ候に，自院直二被遣公卿勅使八，能々寺を重ク思食セハこそ」とあり，

南都北嶺の武力衝突という事態を目前にして，京都において院以下がいかに緊張していたか

がよく知られよう。また，（9）が「衆徒御返事以外二院八御腹立候也」，㈲が「几今度次第二

院八其御寺ヲハ又あかセ給ぬらんと覚侯」と後鳥羽上皇の気持を伝えているところが興味深

い。（6）・（7）・㈲は「兵士大将軍」に関するもので，意味を把握し難いところもあるが，（1）と

共に僧兵の組織を考える上で参考となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中　稔）

（6）－（12）有法自相紙背文書

帰
候
後
、
無
指
事
可
帰
之
様
不
候
、
い
か
ｘ
し
紋
は

ん
す
る
、
難
治
候
獣
、
白
ケ
テ
無
左
右
令
帰
給
ら
ん

（
あ
し
く
候
な
ん
、
能
々
可
令
計
給
也
、
此
旨
（
御

甚
深
の
人
々
二
（
、
少
口
可
令
披
露
給
獣
、
恐
々
謹

　
　
　
　
十
六
日
巳
刻
　
　
　
　
　
　
覚
真

�
　
覚
真
書
状

委
承
紋
了
、
営
時
衆
徒
之
御
沙
汰
次
第
、
如
承
者
返

々
神
妙
紋
、
以
此
旨
可
披
露
候
也
、
又
按
察
為
御
使

参
候
了
、
其
口
能
々
可
令
悦
申
給
侯
也
、

寄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
候
）

去
文
事
（
営
時
（
無
沙
汰
口
、
座
主
（
已
被
改
定
侯

也
、
替
の
人
沙
汰
候
也
、
吉
水
僧
正
二
被
仰
候
を
辞

退
候
な
め
り
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
）

　
　
　
　
　
　
　
午
刻
　
　
　
　
　
　
覚
口

�
　
覚
真
書
状
（
前
欠
）

一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
明
神
已
著
御
宇
治
口
口
口
之
侯
、
按
察
よ
（
今
明

（
可
侯
木
津
之
由
″
申
テ
侯
と
承
侯
つ
る
に
、
　
院

７
す
か
し
ま
い
ら
セ
て
、
著
御
宇
治
如
何
、
大
衆
な

と
は
申
タ
ル
事
（
釘
金
に
て
侯
こ
そ
よ
く
候
に
、
如

此
す
か
し
ま
い
ら
セ
た
る
、
い
か
に
侯
事
や
ら
ん
、

凡
今
度
次
第
二
、
院
（
其
御
寺
ワ
（
又
あ
か
セ
給
ぬ

ら
ん
と
覚
侯
、
返
ｉ
浅
猿
侯
、
衆
徒
（
有
裁
許
て
帰

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
（
中
少
々
欠
）

ｉ一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

か
セ
給
ぬ
る
事
（
、
い
か
に
も
難
改
事
に
て
侯
也
、

此
す
か
し
ま
い
ら
セ
て
著
御
宇
治
（
、
几
ひ
き
ち
か

口
も
不
侯
、
力
不
及
侯
也
、
此
後
ま
れ
相
構
テ
、

院
宣
″
不
背
し
て
御
定
″
重
ク
っ
し
る
し
の
侯
へ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ん
）

候
、
こ
は
い
か
ｘ
し
候
（
口
す
ら
ん
、
只
一
度
の
善

悪
（
い
か
ｘ
口
て
も
候
な
ん
、
永
此
顔
二
成
侯
ぬ
口

事
の
か
な
し
く
侯
也
、
無
申
限
侯
、
恐
々
謹
言
、

十
六
日
収
刻

　
（
切
封
）

　
（
正
覚
御
房
力
）

一
　
　
　
　
　
　
　
一

�
　
覚
真
書
状
断
簡
（
首
尾
欠
）

一一
裁
許
口
条
口
事

覚
真

覚
真

１

此
三
ケ
条
許
に
て
（
、
大
明
神
還
御
都
口
不
可
叶

卜
、
衆
徒
趣
（
候
や
ら
ん
、
又
し
口
し
つ
き
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
）

も
、
院
宣
等
モ
頻
に
下
ロ
ロ
（
さ
て
あ
り
な
ん
、

還
御
こ
モ
（
あ
ら
め
な
と
に
て
侯
に
や
、
此
様
の

承
タ
リ
候
也
、
京
都
に
て
楽
説
計
候
也
、
一
定
シ

思
口
可
被
中
候
也
、
若
や
申
得
口
な
と
に
て
口

口
さ
（
か
し
き
事
（
不
可
侯
也
、

　
…
…
…
…
…
」

よ
く
口
り
て

カ

な
は
す
（
、
け
そ
ん
に
て
白
け
ぬ
と
覚
俣
也
、

猶
還
御
俣
は
す
（
、
按
察
な
と
御
使
に
て
、
寺
家

　
　
　
　
　
　
　
（
も
）

へ
も
、
菩
提
山
へ
口
、
参
事
も
候
は
ん
す
ら
ん
、

　
　
　
（
向
力
）

先
度
下
口
（
無
下
の
内
々
事
俣
也
、
今
度
（
菩
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委

山
な
と
へ
参
テ
、
御
定
趣
細
二
俣
口
口
口
さ
て
還

御
俣
へ
く
俣
、
如
何
、
其
も
猶
難
叶
者
、
可
承
存

侯
也
、

】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
’
－
」
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『有法差別』井『布法自相』紙背文書（抄）

　
有
法
自
相
特
記
背
文
書

㈲
　
重
覚
書
状
礼
紙
書

　
追
申

此
兵
士
大
将
軍
事
（
何
ト
テ
出
来
事
候
哉
、
余
人
之

競
望
か
と
覚
候
ヘ
（
、
弥
此
惣
大
将
口
思
僕
、
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
力
）
ヽ

始
よ
り
方
々
思
存
候
シ
カ
ト
モ
、
承
口
発
向
二
（

大
将
被
差
候
ヘ
ト
モ
、
各
辞
退
沙
汰
不
分
明
候
之

間
、
物
騒
事
共
候
ケ
リ
、
然
而
、
其
（
敵
人
不
対

候
ヘ
（
、
元
別
事
候
、
是
（
直
二
合
戦
二
も
及
候

（
ヘ
無
沙
汰
二
天
（
以
外
大
事
モ
出
来
候
獣
と
存

候
て
、
如
此
内
心
に
乍
存
、
我
身
之
恥
ヮ
思
テ
不

共
奉
候
（
ヘ
不
忠
候
ヘ
（
、
悠
領
状
申
候
二
、

其
沙
汰
無
用
候
（
ー
、
返
天
悪
事
七
候
な
む
、
惣

大
将
な
れ
は
と
て
、
随
人
壬
よ
も
候
は
し
と
覚
候

肛
、

又
　
院
宣
】
　
長
者
宣
下
者
、
被
止
之
由
下
人
中
限
、

実
候
県
、
如
何
、

又
公
口
口
候
獣
、
吉
野
よ
り
も
可
被
延
引
之
由
、

中
ク
ル
旨
聞
候
、
不
審
候
、

又
三
条
宿
所
（
候
や
ら
ん
、
不
審
候
、

巾
　
重
覚
書
状
断
簡
（
首
尾
欠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

七
人
今
度
被
差
候
事
（
、
六
人
（
方
々
大
将
、
一
人

（
國
中
兵
士
等
沙
汰
計
か
と
令
存
候
二
、
他
人
其
沙

汰
候
者
、
惣
大
将
元
用
候
欺
、
又
出
立
尋
常
候
（
ー
、

沙
汰
（
惣
元
用
候
よ
、
可
為
荘
巌
候
二
、
故
上
座

之
許
見
来
候
者
、
皆
召
具
候
と
も
不
幾
候
、
況
営
時

或
所
住
之
庄
園
二
付
テ
僅
門
二

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
‐
―

㈲
　
重
覚
書
状
（
前
欠
）
　
（
戌
は
（
７
）
よ
り
統
く
か
）

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

被
召
、
或
新
主
二
随
な
と
中
候
て
故
障
候
、
又
兵
具

本
不
持
候
、
可
造
出
日
数
不
侯
、
借
口
営
他
國
指
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
列
）

不
叶
候
、
國
中
兵
士
等
打
烈
候
者
、
諸
事
可
談
之
由

存
候
之
間
、
其
又
他
人
之
沙
汰
供
者
、
見
苦
。
七
無

極
候
、
合
戦
二
口
無
用
候
、
感
衆
命
二
随
候
よ
、

返
物
類
二
候
殷
Ｔ
存
、
然
者
大
将
之
名
。
被
止
候
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
）

小
僧
等
（
∵
刀
・
付
天
、
　
御
共
勤
仕
可
宜
之
由
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
）

存
候
、
以
此
旨
可
令
披
露
之
由
令
存
候
、
可
口
計
御

沙
汰
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
十
一
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
重
覚
上

正
覚
房
御
房

㈲
　
覚
真
書
状

昨
日
進
委
細
状
候
了
、
未
見
御
返
事
不
審
候
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典籍古文書調査

1969年度歴史研究室の調査　２

　本年度に実施した典籍古文書調］脊は，っぎのとおりである。

　南都諸大寺関係古文書等の調査研究　　興福寺については，第15・16・17号函を調査したが，

その成果の一部を先に掲げた。　東大寺にっ卜ては，東大寺要録・同続要録・探玄記洞幽抄

（内27巻）を調査し，マイクロフイルムによる撮影を行った。　また，『唐招提寺史料』第１

巻（奈良国立文化財研究所史料）出版準備を進め原稿作製を完了した（45年度出版予定）。

　仁和寺所蔵典籍古文書調査　　塔中蔵階下収納の典籍類のうち第21箱より第50箱までの計30

箱にっ卜て，調査ならびに目録の作製を行った。大部分は江戸時代の版本であるが，一部に

明版・清版・室町時代写本も認められた。

　その他の典籍調査　　藤井孝昭氏（京都市）所蔵典籍を調査したが，そのうち，鑑真和上三

異事（保延７年書写奥書）東寺長者補任（鎌倉時代末期写本･紙背文書）は特に注目すべきもので

ある。

． ■ 22－



『七大寺巡礼私記』の研究

1969年度美術工芸研究室･建造物研究室･歴史研究室･平城宮跡発掘調査部の共同研究

　『七大寺巡礼私記』の註解作製を主目的として，記事の逐語的検討を行うと共に，12世紀

以前における南都七大寺の復原的研究を進めた。本年度は東大寺・大安寺ならびに興福寺の

一部にっ卜て検討を加えたが，特に大きな成果としては『十五大寺日記』なる逸書の逸文の

発見があげられる。これは興福寺南円堂不空絹索観音並びに東大寺大仏に関するものである

が，その記事を比較すると『巡礼私記』の該当記事はこれに拠ったのではな卜かと考之ら

か，その成立を究明する上での１つの重要な手懸りとなる。又従来『巡礼私記』逸文と考え

られていた興然撰『図像集』所収「或記」について払はたしてそれを逸文と考えてよ卜か

はきわめて疑問で，むしろ『十五大寺日記』の逸文と考える方が妥当と考えられる。『巡礼

私記』は南都七大寺研究上多くの重要な資料を含んでは卜るが，文献学的な研究はまだ十分

とはいえず，『十五大寺目記』その他を手懸りとして，今後その面で研究を深めることの必

要性が痛感された。昭和45年度においては，註解作製と並行して，文献学的な面にお卜ても

研究を深めて卜きた卜。　なお本研究は44年度文部省科学研究費補助金（総合研究　研究代表者

守ITI公夫）を受けた。
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出雲国庁跡の調査
1969年度歴史研究室・平城宮跡発掘調査部の調査１

1968　69年，調査部は，島根県松江市教育委Ｇ会の囗崔十る出雲岡庁跡の鳬掘調在に協力
し，坪井･IIIJⅢ・堵熊・宮永・安達・高島・阿部・|||巾(哲)・叩斐が二,柚二ぢ加した。，
出輿岡庁の所在地は，｣1川大国風十記Jの研究;jlCどに｡レ,て，従来，松江II吊丿郊にひろが

る愚宇平野に求められ，数個所の推定圸があが,ノひヽる。,今回の調査地域は，｣也元研究占に
よｰ･て，松江市大草町にある六所神社付近の摧定地がえらばれ，大草町の宇宮ノ後･字水垣
と字一良尻，|||代町字樋ノ囗のＵ也点を発掘調介した(第１閥)。
宮ノ後地区の遺構(第31啀)　政庁跡をもとめてこの垉ぐを調査し，余良|削Ｕこぞくする
建物９・隴15 ・ 溝36を検出した。遺構の大多数は，北・西・南の３方を圸亂C川人だ東西85
m以Ｅ・南北53mの樋囲内にあり，その東南部分で検出Ｌている。二の地lｘlの余良時代の遺
梠は，以下に概観するように，さらにＡ一Ｅの５黙こ|べ分できるが，北と西の人:溝は，Ａ期
からＤ期にいたるまでこの｣也lｘ:を1萌する役割をはたＬている。なお，これらの遺構は，軸線

をおおむね磁北から41 5 ‘'Iにとっている
。これは復原鈩|!｡の｣也割りのﾌj向(磁北から倡=劬2°30')

とは51･Sなり，川雲岡分かの軸線とほぼｙ行する。
Ａ期には，掘心:柱建物２棟があり，１棟:よ南面し，１棟は束に而Ｌて卜る｡。その1沁こは東
西溝が２条あり，南側の術は，氏に小砂利を敷き，北岸に玉石を立てならべて1,る-1　2つの
浦の間(11傴3.6m)に，築地か1111廊が作られていた可能PI汢ある。北の大満およびその北方の
呶西浦もこの時斯にぞくするであろう。
Ｂ刈には，掘立札建物１楝とその北東に位置す

る姓物(あるいは柵列か)がある。抑泣柱廸物の卯二
は，Ａ期にぞくする２つの束西溝のうち南側の満
を埋めたて，同じ場所に新いヽ緯を作っている。
この碼は，掘立柱迚物の東あの南延長線上で南折
し，ふたたび東折したのら，さらに南匚流れて池
状のくぼみに注いでいる。なおこの碼は，南端近
くで別の東酉溝と交叉している。
Ｃ期には，掘立柱建物と柵列とを作る。Ｂ期の

詐蚰li修してつづけてもちいる。ただし　この満
は南流ののち東に流路をつけかえ，献一二おjlるこ
となく，まっすぐのびて朿の汕状のくぽみに注い
でいる,。なお，この碼の北魴にも闘様匚･南流･呶
疏卜ておなじ東のくぽ人に注ぐ溝がある。この涓=　　　　第１図出雲国斤付近｣齠lj図
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万頃円立T釘ﾋﾄ仞に陋り|イ

は時制的にややおくれるかもI -hたい，
圉叩二は仙泣柱建物･大満･摧刎乍る.捌立

柱迚物の南と東には満があり，|.|･j lり町い_バ:
Ｃ｣り|から存続する東力のくぽ４にたっＬて卜
る，二のくぽ４には北からの別の碼が江･.･で
おり，溝のIII･j側:よ河原石を,1ぴ,べている．
』胎ﾉ肩JljU，この|?ぐ域の南をjllljするもので

あ一,て，北仰|にそって東西櫂がヽ町｣囗-る.囗柵
夕】｣の３両所には，北へのびる柵がとりついて
いる.，このうら丙端の南北柮は，最も良く
(20m)囗べ域を朿西に|山jLている。
Ｅ｣りにに，東西の賺列と，南北・･↓f円.と鉤
のF状をりする柵列剥乍．ている‥北の大酒
とその北の満とを埋めている，内のﾒ,ｊＩＶいま

だ
，この時期をもっておわるのてりjろ假，

このほか凵|㈲UI不明の建物が３陳一珊が１
氣ある」リこ,古墳時代のI諒次人fiﾘ,1囗･涛2，
11･|||:のJIこ戸２・建物の哇穴・不整||如川l壙な
ど卜叭･だ|.だ．

柚･2μ1　1･|ll／目地|ぺの遺構配i冖:|刈:･.･lｙJ,･:いこ，

第３閥　宮ノ後地|くの遺俳川㈹･KI
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川雲国庁跡の調査

樋ノ囗地区の遺構岡(第川ぽT)　国庁の北II゙li外郭を
もとめて調査したが，築｣也・攤・渦など，外郭を
証する遺搆は存在Ｌなかったｃ余良畤代にぞくす
る掘立杠建物２・竪穴式旧,113を検出Ｌた。椈I立
柱建物に建て替えがあることからこの｣利ｘ:が長川
間使川された二とがわかる。なお似ノ川｣也区の建
物のililll線は磁北から東へ10cl偏しており，宮ノ後
地|覡の遺搆の方位と　一致せず，むＬろ条凧地割り
の方位に近い。
水垣地区の遺構　　国庁の西而外郭をもとめて調

査したが，遺構は検出できなかった。
一貫尻地区の遺構　　宮ノ後地区の北方約100m

に東西トレン･チをもうけた。東部はやや高く，酉
部は低廴ヽ。東部には不睨!!|｣な石敷がある。四部は　　　に驚でｎ琵こにI混
湿地状をてぃし，レｙ浦Ｕなどの木器を検出L.だ。　　　第４図　jj雲国庁朗出土・器実測閥
遺　　物　　宮ノ後地区でとくに多く川・した。古墳時代の遺物には5～6 111:紀のll師器

と須恵器がある。奈良時代の造物には，土器・瓦・木器な,どがある，十器(土師器・須恵器)
は，７世紀末から91止紀初頭にかけてのものである。蓋・杯などを検討した現状では，４形
式におけることができる(第引刊)ｏ第２，３形式から底部糸切りの技法が顕著である，
須恵器のヘラ書き文字には｣也名をＬめす｢社辺｣があり，また，工造地方の窯跡の土器と

共通する窯印があることなどから，川雲岡内の各地の生産品があっまってぃることがわか
る。陶硯はすくないが，蓍を硯とＬてもちいたものが多数存在する。瓦は，寺院跡の発掘で
みるほど豊富ではない。軒丸瓦には２種類ある。出雲岡分寺・国分尼寺でそれぞれ第２次に
使用した瓦と同じ型によるものであって，８世紀末から9 1J』|:紀初頭におくことが出来る。木
器には，綛・L.９も匸・櫛などがある。木簡も１例ある。墨跡がIJ｣らかでなく，確実な釈読
はむずかし卜が，｢人原評｣と読む見解もある。このほか，水品・幹十・瑪瑙の原石と石屑
・攻玉用の砥石，フイゴの羽口やルッボなどがみられる。

以上の調査結果を初歩的に概括すると
，まず，宮ノ後地区は，占代から巾世におよぶ長期

間の遺跡である。奈良時代の遣構は，出雲国分寺の軸線と帆を一にＬ，遺構の配置には一定
の計斯|生をみいだすことができ，官衙的性格が濃厚である。さらに，本地[衵|凵lの２種類の
軒丸瓦が，それぞれ国分寺・国分尼寺からも出土Ｌてしることは，この地区が厂1114寺院を竹
轄下におく国庁である可能性を強くするものといえよう。
廁ノ目地|ぺの遺構は，宮ノ後｣也区のそれとは状況を異にしている。ＬかＬ，その性格は，

他の水川｣也|礼一片図｣也|乂ﾐとともに，今1111の調査制111では想定できない。　　　(111111　章)
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法起年fFl 境内の発抗H

1969年度歴史研究室・平城宮跡発掘調査部の調査 2 

1962午， 公良県11 ：＿！.�l·Jt刊：HV�＇.�lllfのV�il'� ·y I日j噴1J、lのjlLj ＿，じを:inにたi・
＞ J －） て.rillる. J山 ）j_i首rn�111 • 

HI：鳩線小�il25リパイハスが；j1·11lijさj I, 」['JH.t196-l{I ：·；二杵ーじさ.Ji tニ ゴ ，；J,',l氏自：Lt. 京j'.gq'iit委

[l会の要請によって，1968年12JJ b・r)69年1 J J.二 Jう・：！ー て． 道路f ’／とj也を「1，心とするJ也M: C総

1(1ifi't 4 a〕のた品Iiに参加l L， あわせて （·h庄の地JIすだill.II {(J；こえった＇＇ ,:J,',j ff.にあた，Jニ U)( .t，本

トl ・ 伊東 ・ 十J I： ・ 111 沢・問 If 1 （判）・。｜｜などである｛｝

いままで椛の，lt45mにある�｛ jlli ) j 1f1Jの1:·1泊とJ）.下の1'Li70mを I Yi -ItにとJ；るlllf.i目（t, それぞれ

一年域の北と114とをFJミるものとHt'1.主主J l てきた 今1111. トレンチrrn,1；二.t，，て，築地およびそ

:·{\ I 1·<] UJ主 － y111N11人J.I也If・2 ’i�ilHJI·<]

- 2G --



ロ;起寸|円境内の売侃 j好位T~i: lll ~'\~:Ijq の JcWl

の内液をMII¥L. それぞれ手械の21iliiこj七定できた。

J品・咋:肋:の~t )jでは，北市i築地と涼との111Jで，前'lij;I'i]の炉跡を検 11\ したc・ r:Jjyのイr1I-:が考えら

れるの|引而築地のV4fll.lJでは， i珂北械建物 2・1対北tllfr1を検出した。この うち建物の 1悼と柵

とは，磁北に){，]'し， ~tでP可に約201主振れている。この似きは， 1960年の調査で企~~トー層カ‘r:)

1従IIJ，された，玉石持の)jI市jのj凶きとー殺するものであって， ともには:1包寺日IJ建に先江つ迫構

と考えられる。」芥lltH主主れにし・う， 岡本百のj宜杭である nJ能性が強レ。

出十一iti物心は， IL.土時などがあり， J.L (IF千九瓦34(1，1，1，n平瓦15f161)は飛，C~jfl l，i: 代ヵ、ら近 l!tに

および，大多数が築地内法から11¥土した。 ほ泊、に土馬・フイゴの羽口がある。

1):;起二"J'が. 6 ]1 1:紀の邸宅跡から jl~鳥1I;'j代寺院にいたる主での変遷を確認できる政4-(な遺跡

であることは切らρ‘である。今後の調査が望まれるものである。

計: 1 石川茂('IT i:ゐI~寺の発制J ， '1'村春完.fì~ll~世也「法起寺の発掘成!;fU(奈良県観光治48サ， 1960.

11) .奈良県教打委員会『法起寺山崎I}~緊急発~jlfi調査概要~(1969.3)o (付上初ー)



海龍工寺旧境内の発掘

1969年度歴史研究室・平城宮跡発掘調査部の調査３

調査部は，1969年12月に，奈良市法華寺北III]に`ある海il鎹王寺の，経蔵の東に1朔妾する空｣也
のうち1.4aについて，宅地造成にともなう緊急調査を碇施した。発捌区の中央から岶二向
ってば，地山が急激に１ｍほどさ力乱って｣が). 1-1十瓦からみて，中山こ削りとられたものら
しい。発掘区の北は，宅地造成のためすでに削平ずみであって遺構をとどめていなかった。
発掘区の南端には，東寄叫こ東西棟，1担寄叫二南北棟の建物がある。東西棟は東部を後|II:

に破壊されている。南北棟は，倉庠ふうの建物であるｏ海皰王寺j411建当初の建物であろ‰
発掘|覡の中火には，棟の方向を東北一丙函にとる建物がある。碼・柱穴なども検出した。
出土遣物の大半を占めるのは瓦である。　軒丸瓦が13点，軒平瓦が11点あり，このうち，

6282 ・ 6721の両形式が，
それぞれ９綱と７個を占
めている,１

(石井則孝)

第
１表
海筐王寺旧境内の辿絳 弟川叉　海能工寺旧境内遺構配置図
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春日野荘建設予定地の発掘

41969年度歴史研究室・平城宮跡発掘調査部の調査

公史学Vi: Jl�i内出l ｛－；－ 脊IJリ！H'
i
=it, ;K;也！日「 一 条通りのJヒ（！（｜！のIFI奈良高1交跡に移ii日新築するこん

,iJi';J f仁川ト（，）：， 奈良県教行委t't会の委l料を ＇）：十てそのよれ TliT�li;J.rtを.t，こなったの合 一f定［たので．

rill,jft（主196911'-11 Pl 26川から12)]2311主で%施L, 8.6 aの組PHを泥ff:1l L fこ 「i
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1969 年度の外部調査

1969年度歴史研究室 － 平城宮跡発掘調査部の誠査 5 

津島遺跡（岡山市津島） 岡山県教育委員会が実施した武道館建設予定地の弥生式遺跡の調

査。1969年2 ・ 3月。田中（琢）・佐原・工楽・西谷・佐藤・阿部・佃ほかが参加。前年の調査成果を

再確認し， さらに， 弥生式時代前 期の住居跡・建物跡，中期前 半の水田 跡， 条里の坪境 とみら

れる｜珪畔などを検出した。 岡山県教育委員会『岡山県津島遺跡調査概報』（1970 .4）参照。

喜光寺 （奈良市菅原町） 阪奈バイパス菅原インタ ー チェンジ建設に ともなって， 奈良

県教育委員会が実施した緊急調査。1969年3月。浅野清氏が調査主任となり， 宮沢 ・ 安達が

担当。『喜光寺旧境内緊急発掘調査報告書』（『奈良県文化財調査報告書』第12集，1969.6 ）参照。

池上・四ツ池遺跡 （大阪府和泉市池上町， 堺市船尾町〉 第2阪和国道の建設にともない， 第

2阪和国道内遺跡調査会が実施している調査。1969年 4 月以降， 坪ヂ｜二 ・ 佐原が調査委員 とし

て参加。同調査会 『池上 ・ 四ツ池』(19 70.3）参照。

唐招提寺講堂（奈良市五条町〉 奈良県教育委員会が実施中の解体修理にともなう地下調査。

1969年5～12月， 石井担当。講堂の礎石基礎と基壇周囲とを発掘し， つぎのことを明らかに

した。 1.基壇の西南隅で天平当初の地覆石，東南部で鎌倉時代の地覆石の存在を確認した。

2.講堂の南の地表上にある4個の礎石は， 講堂にともなわず，江戸時代以降にすえたもの と

判明した。3. 土廟の柱 すえつけ痕跡を， 上記の礎石の下で検出し， 土廟が鎌倉時代から江

戸時代まで存在したことを確認した。4. 講堂の基壇の下層から， 東西棟の掘立柱建物（25

m×3m 以上， 5悶×2間以上）と， 素掘り溝3条 ・ 玉石敷溝 1条・瓦場敷溝2条， 木樋陥i渠2

条， 東西柵列2条を検出した。 これらはおおむね8世紀前半にぞくするもので あって， 溝な

どからその時期の土器 ・ 軒丸瓦・軒平瓦を多数検出した。奈良県文化財保存事務所「唐招提

寺講堂地下調査概要」 （月刊文化財 第79号，1970.4）参照。

薬師寺（奈良市六条東町〉 近畿大学 ・ 薬師寺が主体， 杉山信三氏が主任となり 1968年から

3カ年計画で実施中の調査。1960年7 ・ 8月。阿部， および八賀 ・ 宮沢・猪熊・村上 ・ 佃が参加。

金堂基壇の東半（第1図〉とその外側・西塔西部

－東面回廊・回廊西南隅 ・ 講堂東北隅を発掘。

瓦 と乾漆仏像片 ・ 塑壁・金銅製垂木先飾金具

が出土。杉山 ・ 松下・阿部『薬師寺の最近の

発掘調査』 （仰教芸術 第74号，1970. 2）参照。

羅城門（奈良市西九条lllf.郡山市野垣内inn

奈良市が1969年7 ・ 8月椎本社人氏を， 君IS山

市教育委員会が 19 70年3月 浅野清氏を主任

として実施し， それ ぞれ松下（正）・ 高島が主

として参加。浅野清「羅城門の発掘」，中村春
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奈良国立文化財研究所年報

寿・松下（正）・高島「羅城門跡の調査について」（奈良県観光第162号，1970.5〕参！被。

久米廃寺（岡山県久米郡久米町〉 山陽縦貫道建設にともなって岡山県教育委員会が実施し

た調査O 1969年8月。沢村が参加。地上に露出している塔心礎の西側に小規模な堂跡をみい

だし また東面の垣跡を検出した。

隠岐国分尼寺（島根県隠岐郡西郷町） 保存のための範囲確認調査。 1969年8・9 月。 西郷

町が実施し， 沢村・町田・宮沢が参加。 掘立柱建物数棟の存在を確認した。 範囲について

は，次年度の調査にのこした。

法隆寺若草伽藍跡（奈良県生駒郡斑鳩町〕 文化庁が実施した国営調査。前年に続く第2次調

査。1969年10月。植本社人氏が調査主任となり，文化庁関係の技官と，奈良県教育委員会の技

師とが調査員として参加。4.6 aを発掘。当研究所からは，主として，松下（正〉・森・が担当。

文化庁 文化財保護部記念物諜『法隆寺若草伽藍跡昭和44年度発掘調査概報』(1970.3）参照。

美濃国分寺（岐阜県大垣市青野町〕 寺域史跡指定にともない， 大垣市が実施した調査。 19

69年10～12月。八賀・伊東が参加。金堂・僧房それぞれの一部を発掘し，講堂の規模をあき

らかにし，また，寺の四至を確認した。大垣市教育委員会『史跡美濃国分寺発掘調査報告』E

(1970.3〕 参照。

安芸国分寺〔広島県賀茂郡西線lllr) 広島県教育委員会が，範囲確認のために実施した調査。

1969年11月。松下（正〕が参加した。現在の南門の基檀下に，r'Jの痕跡を，現本堂の 前面に建

物痕跡をみいだした。広島県教育委員会『安芸国分寺跡 第1次調査報告』.(1970. 3）参照。

不退寺（奈良市法蓮町〉 宅地造成にともない，調査部が実施した調査。1969年12月。平

塚2号墳の濠の一部を検出し，その規模を確認できた。

イ白書国分寺（鳥取県倉吉市国府〕 県道つけかえ工事にともない， 鳥取県教育委員会が実施

した調査。1970年 1 ～ 3 月。沢村・宮沢・工楽が参加。 塔跡を発見し（第2図〕， その規模を

確認し， 多数の瓦と風鐸を発見した。

沖縄勝連城（中頭郡勝連村〕 沖縄援助の一環として，文化庁の1969年度事業として実施した

第2図 伯番国分寺塔跡

発掘調査。1970年1～3月。横山・沢村が参

加し指導を担当した。勝連城は沖縄本島太

平洋岸にある。15世紀初めに滅びたが『おも

ろ』にも歌われた名城だった。戦前・戦後に

城壁を破接されたが，地形がよく残り，19

65年から 3回，琉球文化財保護委員会は，本

丸・二の丸の一部を調査した。今回の日本政

府援助による本調査では，城の全域を確認

し，二の丸殴舎を全面発掘した。また各城門

跡を発掘するなど，所期の成果をあけ't.:.o
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平城宮資料館の建設

1970年4月15日， 落成の式を行なった平城宮資料館について， その建設経過と建物の概要

をのベて， 将来の参考としたL 、。

建設の気運 平城宮跡発掘調査部には， 1955年以来の出土遺物が莫大な量収蔵されてお

り， また職員数も遂次増加した。 その庁舎および倉庫として， 従来， 木造建物2棟・ プレハ

ブ建物11棟が順次建設されており， 別に遺構覆屋4棟と鉄骨造倉庫2棟もある。 これらは，

第2次内裏東方にー画を占めていた。

1965年頃から， 遺物の保管の万全を期し， 職員の勤務環境を改善する等の理由から， 調査

部建物新築の議が起った。 これに対し， 民家の立退きまでした宮域内には国自ら施設を造る

べきでない， あるいは時期尚早等， 反対論も強かった。 しかるに， 宮跡内に歴史博物館の設

置， ことに1970年日本万国博覧会期間中に何等かの施設の設置が， 県側より要請され， 文化

庁側も遺跡博物館の構想を持ちはじめるに至ったことから， 建設は急速に具体化し，‘展示施

設が追加されることになった。 工事は1968年度収蔵庫， 69年度展示室・研究室の順 で行なわ

れることになったO

敷地選定 敷地は， 宮域中央部や重要遺構を避け， 目立たない所が好ましし、。 その候

補として， A.宮域西辺ぞい， B.北辺東部（水上池と 一条通の間）， c. 北辺中央部（大膳職跡〉

D.西南隅， の4カ所が考慮され， 平城宮跡保存整備準備委員会の新営計画部会において討

議された。 その結果， 1）将来平城宮は南を正面とすべきであるから， そのヴィスタをさま

たげ
、

ぬこと， 2）平城宮は西ノ京等と共に西奈良観光グル ー プにはいるので， 西が入口とな

る， 3）西は東半部に比べて遺構が稀薄らしい， 4)東の覆屋群とは連絡道路で結べばよい，

等の理由でAを第1 候補とするが， 地耐力等調査の結果をまつ， との結論に達した。

地耐力調査 地耐力および土質調査はA ・ B両地域につき行なわれた。 平板積荷試験は

G L-3Qcm程の所で行なわれ， その降伏荷重はA地域 8 t/ nf, B地域7. 5t/ m2 であった。 従

って長期許容支持力は， Aで4 t/ m2, Bで 3. 75t/ m2となりj A地域の方が有利であることが

判明した。 なお品 t/m2の場合の地盤沈下は， 全体で0.43cm， また遺構面では0.16cmと計算で

き， 実際上何等の不都合がないことが判明した。

発掘調 査 A地域は主馬寮跡であり3 遺構は既知の他の地域に比べ稀薄であった。詳

細は， 年報1969を参照されたい。

基本設計 基本設計は入江三宅設計事務所に委嘱した。 同所では関 守氏が主として

これを担当した。 設計に当っては， 1)目立つ意匠や？m以上の高さのものは造らない， 2) 

遺構を破壊しない， 3）撤去可能な構造である， 等が基本的要請となった。

a. 位置 資料館領域はおよそlOOm平方とし， 進入路は北からとし， 西側道路とはでき
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るだけ（25m）離して排気汚染に対処し， 東側は主馬寮｜時代のブロ ック境以西に建物を納め

る， 等を勘案したo

b. 平面 収蔵庫は西側において南北棟 とするが，実質は44m×16mの2棟である。展示・

研究棟は， 北・東・南3棟をコ字形にならべて接続し， 収蔵庫とあわせロ字形となる。大き

さは桁行が東棟32m， 他40m， 梁行各16mで・ある。展示室以外は中廊下式平面である。収蔵

庫実質床面積l,408m2 は， 在来倉庫約 1,100m2 tこ比較すると300m2 程広くなったが， 従来は

遺物をひ
♂

っしりつめていたこと， 中央通路を考慮すればほぼ満員の状況で， 当初予定したほ

ど余裕はないこととなった。展示・研究棟は1 984m2 で， うち展示室576m2 を差引くと， こ

れも1,408m2となるO これは在来の研究棟1,050m2 に， 野外で済ませていた廊下等共用部分

(30%）を加えた約1,300 m2 』こ比較すると， 100m2の増となるO しかし実際には作業空間等， 現

実に不足する部分がすでに生じている。

C. 構造 遺構を調査し埋戻した後， 高さlmの基喧を4層に積上げ， 各層ごとに転庄し

た。 基礎は底面1～1.2m の布基礎で， 基壇中に招えられた。 建物は鉄骨造平屋建で， ラ －

.9.6!迎ー

第1 図 平城宮資料館平面図 ・ 立面図 右方が北 縮尺約1:800
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1969年度平城宮跡 ・藤原宮跡発掘調査

メンまたはトラス構造である。屋根は各棟切妻造，鉄板葺で壁体にはALC板を使用した。

かように建物は極度に軽量化されている O 概算すれば柱 1本分の最大荷重は基礎まで含め

て19.8tであり， これにその荷重を直接支える基壇土(遺構面で2mにひろがる台形断面と考え

る)6.4 tを加えても，合計26.2t ，即ち 3.275t/ m2であって，許容地耐力以内におさまって

し、る。なお瓦のパラ積みのような重量物は，荷重が構造体にかからぬよう考慮、した。

実施設計と施工 実施設計は建設省近畿地方建設局の手によって行なわれた。その大要は

基本設計にそったが，予算不足から，基壇外装を取りやめ‘たり，収蔵庫を一重壁にして，南

半の天井をやめる等，各種の改訂があった。施工は株式会社森組がこれに当った。設備とし

ては， 空気調和設備を備え，冷暖房が行ないうるようにした。以上総工事費は備品費共で約

2億であった。なお，不足部分の建設，外周環境整備，防犯設備等は，次年度以降において

行なわれる予定である。 (伊藤延男〉
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1969年度平城宮跡・藤原宮跡発掘調査

1969年度平城宮跡発掘調査部の調査　１

　調査部は, 1969年度に第35 ・54～57・60・61次にわたる平城宮跡の発掘調査を実施した。

このうち第35次調査は，第２次大極殿東外郭についておこなったものである。

　平城宮跡の規模は，ながらく約lkm四方と考えられてきた。しかし, 1967年に，宮域が東

方にさらに250m張り出すことが判明した。この結果，建設省が当初，推定東一坊大路に建

設を計画した国道24号線バイパス路線は，あらたにウヮナベ古墳・市立一条高校の東側の，

推定東三坊大路を通る位置に変更されることになった。第54次以降の調査はこの路線敷地に

ついて実施したものである。

　藤原宮跡の発掘は, 1966年以来,奈良県教育委員会が国庫補助事業として実施してきたが，

本年度から本研究所がこれをうけつぐことになり，第１次調査として門跡を発掘した。

　各次別の調査面積・期間，遺構の規模・時期については，第1～3表を参照されたい。
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第２次大極殿東外郭

ウヮナベ古墳後円部東方外堤

ウヮナベ古墳前方部東南方外堤

　平塚１号墳・平塚２号墳
{
左京一条三坊十五・十六坪

6AFE

東三坊大路(一条通以北)

Ｈ･Ｊ･Ｋ東三坊大路(一条通以南)
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調査期間

1968.12.20～1969. 4.30

1969. 2.13～1959. 4. 3

1969.10.22～1970. 1.13

1969. 3.24～1969. 5.16

1969. 6. 2～1969.10.27

1969. 7. 9～1989.12.17

1969.11.14～1969.12.14

1969.12.22～1970. 5.25

第１表　1969年度発掘調査状況
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　第２次大極殿東外郭（第１図，第１表）　第２次内裏の東外郭一帯にかんしては，これまで数

年にわたって調査を実施し，内裏外郭と大極殿外郭とが築垣で区画されることなどがわかっ

ている。本調査によって，さらに，大極殿外郭の東南部分の状況が明らかになった。

　検出した遺構は，築垣１・門１・礎石建物１・掘立柱建物９・柵４・井戸１・溝５・暗渠

１などである。　これらは，第２次朝堂院・内裏造営の時期（Ｂ期）と，それに先立つ時期

（Ａ期）とにわげることができる。ただし，Ａ期には，北に高く南に向って緩く傾斜する旧地

形面を整地し，掘立柱建物３棟を建てて卜るにすぎな卜。

　Ｂ期に入ると，Ａ期の整地層のうえに，さらに厚く整地して，外側より1.5m高くし，縁

辺に築垣をめぐらし，大極殿外郭を整備して卜る。

　築垣は南面部分（南面築垣）と東面部分（東面築垣）とがら成っており，鈎の手状に大極殿

の東外郭を画して卜る。南面築垣は全長91m（300尺）あって，その西端で大極殿回廊の東南

隅（第１次調査検出）に接続し，また，東面築垣は全長98.4m (330尺）あり，北端で内裏東外

郭の築垣（第33次調査検出）に接続する。今回の調査部分では，築垣外方が削平されて卜たた

め，築垣の幅を確認できなかった拡　従来の調査（第26 ・33次）によって南面・東面の築垣

の幅がそれぞれ1.5m, 2.7mである二とがわかって卜る。な執南面築垣の内側には雨落溝

かある。この溝は東面築垣下の石組暗渠を通ってさらに東の溝につづ卜ている。

　南面築垣のほぼ中央，刳亘|の調査地区の西端で，築垣にとりっく門の基壇を検出した。桁

行３間・梁行２間，基壇は東西13m ・南北10m,と推定される。築垣北側の雨落溝は，門の

部分だけ基壇にそって北に突出して卜る。門から北と南には道がのびており，北の道は凝灰

岩の切り石を敷きつめている。

　築垣の内方，門の東北には，礎石建物があり，すべての柱通りに根石を検出した。二の建
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物は発掘地外の北方につづ卜ており，全体の規模はわからな卜牡　基壇の東西幅は18mあ

る。周囲には基壇化粧に使用した凝灰岩が散乱して卜た。　この建物は，その位置と規模か

ら，楼ふうの建物と推定できる。なお現在この建物の西北方にの二って卜る土壇は，東楼と

よばれて卜る。この両者を楼とみとめれば，大極殿東外郭築垣の中に２つの楼が建って卜た

ことになる。なお，東面築垣の内側に沿う長さ８ｍ，幅５ｍの範囲に1,700点以上の完形の

軒平瓦・平瓦をたて並べた状態で検出した(口絵2)。建物撤去の際に放棄したものであろうか。

面てこ蚕築垣の外では掘立柱建物６・柵４を検出した。　これらは，表示したように，さらに

BI～B3期の３段階に区分ができる。南面築垣の外，道路の東側は，道路面より0.5m低くな

って卜る。ここで覆屋をもつ井戸（方1.5m,深さ1.5m)を検出した。井筒組の木枠が３段の

こっており，また，内部から櫛と和同開作・隆平永宝が出土した。井戸の北には，玉石を用

卜た溝かあり，その一部に木樋を用卜て卜る。井戸の東側には，小士墳群がある。二の１つ

から陰陽寮に関係する木簡が出土した（42頁参照）。　今回の調査範囲では，井戸・小型建物を

検出したにすぎず，この１画をただちに陰陽寮とむすびつけることは速断にすぎるかもしれ

な卜。しかし，平安宮大内裏図で今回の発掘地区に相当する朝堂院東側に陰陽寮が位置して

いることは，今後，大極殿東外郭外方の地域の遺構を考える上で興味ある事実と卜えよう。

　ウワナベ古墳東外堤部（第２図）　　ウヮナベ古墳の周濠と外堤部の調査は，同古墳後円部東

方（第54次調査）と，前方部東南方（第60次調査）とにわけて実施した。

　後円部東方にお卜ては，周濠から外堤にわたるトレンチを南北２ヵ所にも引胆だ。二の結

果，築造当初の周濠外岸は２段構成で，ゆるやかな傾斜面をなして卜たことがわかった。岸

の上端は，南トレンチにおいては現在のそれとほぼ同位

置に，北トレンチでは４ｍ東で検出した。岸の基底部

は，いずれのトレンチにおいて乱現在の岸の下端から

10m西寄り，今の濠底から４ｍ下で検出した。基底部に

は拳大の傑をもちいた葺石が２ｍの幅でのこって卜た。

　濠内の埋上上層（厚さ２ｍ）は周濠を濯漑池に利用し

た結果，滞水状態で腐植土がたまったものとみられる。

そして出土遺物からみて平安時代末以後の堆積であるこ

とが明らかになった。なお，外岸の位置を確認するため

のトレンチを，周濠東岸の南端近くにも設置した。この

結果，現在の岸から２ｍ西に寄った位置で，もとの岸の

上端を検出し，また岸が２段構成であったことをここに

お卜ても確認できた。

　前方部東南方においては，円筒埴輪列と外濠とを検出

した。円筒埴輪列は周濠外岸基底線の東25mに，それと　　第２図
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平行して直線に南北につらなっており，溝（幅0.7m,深さ0.15m）を作って約15cm間隔て円筒

埴輪をならべて卜る。　円筒埴輪は，南北96mの調査範囲内（うち25mは未掘）で約120個検出

した。外濠（幅10m,深さ0.5m）は埴輪列の東２ｍにあり，外堤にそって一周するものとみ

られる。滞水の痕跡はなく，空濠であったと考えられる。中から埴輪片が出土した。

　ウヮナベ古墳東外堤部で出土した遺物には，埴輪・土師器・須恵器が多量にみられる。埴

輪にはキスガサの破片もある。円筒埴輪は鰭つきで径30～40cm,凸帯は4条あるとみられ,復

原高は約70～80cmとなる。なお円筒埴輪には舟の画をえがいたものがある。

　ウヮナ４古墳は，現在，長さ254m,周濠をふくめると全長400mにたっするが，今回の

調査結果と，周辺で発見した埴4Jyり，および航空写真・地形図・地籍図とにもとづいて復原

すると，全長約280m，前方部幅約160m,後円部径約150mとなり，水面は低く，くびれ部西

側にある造り出しは，常時水面上にあらわれた状態にあったとみられる。周濠の外には外堤

（幅30m）がめく丿，その内・外両縁には，円筒埴輪をたてならべている。ｸﾄ堤の外には，さ

らに外濠をめぐらして卜る。この外濠は，今回の調査部分では幅10mであったが，古墳の西

方と前方部の南方にお卜ては, 25m内ﾀﾄらし卜。二のよ引こして，ウヮナベ古墳の外濠をふ

くむ全長は，じつに480mに達することになる。この新事実は，ウヮナベ古墳のみではなく

佐紀盾升占墳群の研究にも新たな問題を提起するものと卜えよう。

　な牡　ウヮナベ古朧前方部東方の胤査では，２ヵ所の墳丘状の盛土をも調査し，二八がと

もに，国鉄関西線工事にともなう排土の堆債であることも確認した。また,外濠の東方では，

奈良時代末期の南北溝（幅２ｍ，深さ0.6m）を検出している。

　平塚１・２号墳（第2図･口絵2）　右京一条三坊十五・［-六坪に相当する地域の調査で，余良

峙代の遺構下に√前方後円墳２基を検出した。両古墳とも西向きで,濠を接して南北に隣りあ

って卜る。小字名をとって,北の古墳を平塚１号墳,南の古墳を平塚２号墳と仮称して卜る。

　両古墳は，ふるくは奈良時代の整地建設工事，ちかくは国鉄関西線の敷設工事によって，

主体部はもとより後円部の大部分を失っている。しかし，現存する部分では，墳丘基底部の

斜面・葺石はよく原状をとどめて卜る。

　平塚１号墳は，全長約70m,前方部長18m,前方部幅30m，後円部径約50mの帆立貝型前

方後円墳である。二のうち前方部の大部分と後円部の一部，および，これをめぐる周濠を検

出した（口絵２）。葺石は基底の裾にやや大型の傑を一列に並べ，墳丘斜面を拳大の小傑で覆

うものである。北側くびれ部には，後円部をめぐる円筒埴輪列の一部をみ卜だした。平塚１

号墳の出土遺物には，濠内から出土した円筒埴輪，水鳥・短甲・盾などの形象埴輪がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　平塚２号墳は，全長約70m,前方部幅43mの前方後円墳である。本古墳は平塚１号墳と同

じ西向きであるが，主軸の方向はやｘ異り，西について僅か南に偏して卜る。前方部の前半

部分20mの範囲と，これをめぐる周濠を検出した。前方部前端での濠幅は７ｍあり，この部

分で,北濠の北岸と南濠の南岸との距離は60mある。濠は，地山を1.5ni掘りこんでいる。葺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一部－
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石に小傑を用卜て卜る点は１号墳と同様である。ただし，南辺部分では削平が著しく具石を

とどめて卜ない。周濠埋土から円筒埴輪，水鳥・短甲・盾などの形象埴輪が出土した。

　平塚１・２け墳は，卜ずれ仁西向きであって,葺石はと仏二小傑を用卜,裾に大型の傑を用

卜る点が共通して卜る。また両古墳の円筒埴輪・水鳥埴輪は酷似して卜る。これらから，両

古墳の築造年代には大きなへだたりはな卜と考え，ほぼ５世紀前半におきた卜と思う。なお

両古墳が周濠を接して卜ること，主軸の方向からかう二とから同時の築造でないとも考えら

れる。しかし，両者の先後関係はわからな卜。

　また，平塚１号墳が，ウワナベ古墳外堤東南隅から南へ45mの位置にあるところから，両

古墳がウワナベ古墳の陪塚である可能性もある。また，陪塚でな卜場合にはウワナベ古墳と

の先後関係も問題となってくる。しかし，卜ま，これらについて積極的に論ずる材料はな卜。

　なお，平塚１号墳の墳丘下には，北東から南西に流れる溝（幅２ｍ，深さ１ｍ，断面Ｖ字形）

があり，平塚２号墳の前方部の墳丘下には，溝か土墳かと思われる落込みがある。これらの

溝は古墳に先立つ遺構であるが，時期につ卜ては不明である。

　左京一条三坊十五・十六坪（第３･４図，第３表）　本調査地域は東三坊大路の西側に沿って，

南は条間大路に，北は北京極大路近くにまでおよぶ，延長250m,幅30mの範囲である。　調

査地域の全域にわたって奈良・平安時代にぞくする遺構を検出した。　おもな遺構は，掘立

柱建物27 ・柵４・井戸５・溝８・庭園１などである。ただし，条間大路は確認できなかった。

　奈良時代の遺構はＡ－Ｅ期にわけられ,またＥ期の遺構は,さらにEI－E3期に細別できる。

　Ａ期には平塚１・２号墳を削平し周濠を埋めたてて整地し,建物２棟を建てている。２号墳

の濠の西北隅には井戸（方0.9m,深さ3.7m)を作っている。縦板組八万周囲に石敷（方４ｍ）

がある。

　Ｂ期には溝（幅1.5m,深さ0.5m）と井戸（方1.2m)とを作って卜る。溝は，１号墳南濠の

埋立地にあり，西から東に流れ，東南に流れを変えたのち，さらに転じて南流して卜る。井

戸は溝の北側にあり，底に傑を敷いている。枠はのこしていない。

　Ｃ期にはＢ期の溝の東流部分を南につけかえたのち，建物を建てている。溝（幅３ｍ，深さ

0.5m）は，南部分で２つにわかねて，ふたたび合し，２号墳北濠あとの低地に注いで卜る。

溝には小枝をからめて，しｶこらみを組み，岸には部分的に杭を打ち二んで卜る。この溝から

多量の土器と木器・木簡が出土した。木簡には「楽毅論　夏」・「霊亀三年六月」と記した

ものがある。墨書土器には「コ由加和銅口」と器名と年次を記したもの，「尼家」と古卜た

ものがある。なお，調査地域北端にある溝もこの時期にぞくして卜る。

　Ｄ期はこの地域が最も整備された時期である。すなわちＣ期の溝を埋め，２号墳の周濠の

低地を再度整地して建物３棟をたて，庭園を作っている。建物のうち２棟は東側妻通りをそ

ろえて卜る。その東南にある建物は規模のわりに太卜柱を使用しており,倉庫かもしかな卜。

　庭園は，２号墳前方部の前面南部にあり，濠の低地・古墳基底部の斜面・葺石を利用して
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けって卜る。本来の葺石に,転落した葺石を加えて，東西に長卜絹円形の浅卜池（６ｍｘ４ｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）とし，その岸にそって石英質片麻岩・花肖岩・安山岩（三笠山安山岩）などの粗面の自然石６

個（最大のもの0.9mx0.4m,高さ0.6m,最小のもの0.6mx0.3m,高さ0.4m)を配して卜る。

　Ｅ期は，建物群が発掘区北端と南端とに集中的に作られた時期である。　E1期（建物1 ■w

1・井戸1），E2期（建物４･柵１），Ｅ３期（建物６）の３小期が認められる。EI期の井戸は，底

に小磯・木炭を敷きつめ，曲物（径0.7m)を重ねて枠とした丸井戸である。

　平安時代に入ると，両古墳の周濠を埋めたてた奈良時代の整地層の上に，さらに厚く盛

土してCO. 4m),建物４・柵１を作っている。他に，２号墳南濠からやや離れて建物１があ

る。これらの建物の廃絶後に作った東西方向の小溝から,灰粕・緑粕陶器片が多数出土した。

　以上にあげた遺構のほかに，時代を決定できない建物８・柵１・井戸２・溝３がある。こ

のうち３条の溝は，東三坊大路上にあることから，道路廃絶後にできたものである。井戸は

と仏二２号墳南濠のあとにある。東方のものは縦板組み（方1.2ni)で底に小磯を敷きつめて

いる。西方の仁のは周囲に敷石（方3.5m)を配した浅卜泉ようの遺構である。
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第３図　平塚古墳と左京一条三坊の遺構
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1969年度平城宮跡・藤原宮跡発根調査

　東三坊大路(第４図,口絵１)通称一　竺些鮒

条通り以北の･南北全長240mにわ　二心三

たる地域で，東三坊大路とその東側

溝・築地１・柵２を検出した。一条

通りの南においては，トレンチをも

引ﾅて,推定一条大路北端から南100

m，および200mの地点で，東三坊

大路東側溝を検出した。しかし，一

条大路南側溝は，後世の氾濫でこわ

されたらしく，みいだすことができ

なかった。

　東三坊大路は,従来，幅24ni(8丈）

と推定している。今回の調査では，

その東部の19m分を検出したが，西

端は，みいだすことができず，遺跡

の上で道幅を確認することはできな

かった。大路の東側溝は，調査地域

の北端においては断面Ｖ字形（幅２

ｍ），中ほどでは断面Ｕ字形（幅４～
第４図　東三坊大路調査地域付近地形図

５ｍ)を呈し，南端付近では，大きくひろがって氾濫の様相をしめしていた。一条大路と条

間大路との間の条間小路が存在したと推定される位置付近(一条通り北約100m)で,側溝東方の

状況を調査した。側溝の東に接して，南北方向の築地とそれにともなう雨落溝とがある。さ

らにその東には，柵が２条ある。このうち，南北ともに調査地域外に連続して卜る，東側の

柵には，柱のない間隔(約９ｍ)があり，この部分を条間小路の位置と推定できる。

　本調査地域の遺物には，土器・瓦・博・土馬などの土製品をけじめ，金属製品・石製品

・木製品，および木簡(43頁参照)があり，その大半は，東三坊大路の東側溝で出土した。奈

良時代の遺物がわずかで，平安時代(９世紀後半～10世紀前半)にぞくする遺物が大多数を占

めるのは，平安時代初期に溝さら卜をおこなった結果であろう。

　この溝の遺物の年代をきめる手がかりとなるのは銅銭と木簡である。溝の堆積土は３層に

区別されるが，このうち下層で検出した銅銭は404枚あり,和同開作から皇朝十二銭の9番目に

あたる貞観永宝(870年鋳造)までの全種類がそろっている。しかし,10番目の寛平大宝(890年鋳

造)およびそれ以降の銭は皆無である。中洲出土の138枚の銅銭には,和同開弥はなく，寛平大

宝109枚と延喜通宝(907年鋳造)1枚とをふくんでいた。下層から出土した木簡に,天長５年(828)

銘をもっものがある事実から払下層は９世紀末までに堆積したものとすることができる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　奈良国立文化財研究所年報

　須恵器・土師器・黒色十器などのﾕL器のほか,多数の施粕陶器や越州青磁（第５図10･11）が

ある。緑粗陶には椀（16･18）・稜椀（17）・皿（14･15）・耳皿(13)三足盤(12)・薬壷・唾壷

(19)・把手付瓶など約200個体分ある。なお輪花や花文・秋草文の陰刻（17･18･19）をもつも

のもみられる（口絵４）。灰粕陶は300個体近くあり，椀（第５図４）・双耳椀（３）・皿（２）・段

皿（１）・耳皿・香炉（５）・把手付瓶（６）・平瓶（７）・双耳壷（8･9）など各種の瓶・壷がある。

黒色土器には，椀・皿・杯・甕のほか,珍しレかのとして硯がある。灰粕皿の裏面には，「新

殿」・「大西」・「酒井」・に川力」などの墨書をもつものがあり，土師器の椀には底に「隅寺」

（海龍王寺の別称）と書いたものがある。

　これらの豊富な土器･陶器は,平安時代の土器･陶器研究に多くの問題をなけかけている。た

とえば,今回出土した灰粕陶は胎土・技法・粕・器形・器種などが愛知県猿投古窯出土の土

器と類似している。しかし，東側溝下層出土の土器は，前述のように９世紀代にさかのぼる

と考えられるのにたいして，猿投窯における灰粕陶は10世紀中葉以降，11世紀代にかかるも

　　　　　　　　（ｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）のと考えられているのでここに１・２世紀の年代差を生じることになる。

　瓦類には軒丸瓦・軒平瓦・鬼瓦などがあるｃこのうち，重圏文軒丸瓦には「右」の逆字を

もち，難波宮跡や長岡宮跡出土と同範のものがある。金属製品には銅銭・帯金具・刀装金具

・鋲・釘・座金具・金銅飾板・針金などがある。銅銭についてはすでにのべたが，皇朝十二

銭のうち最後の鋳造である乾元大宝(958年）を除く総ての種類があり，総計736枚に達して

いる。

　木製品には，下駄・曲物・折敷・盆・櫛・斎串・しゃもじ・さじ・はし・ざる・紡錘車・

糸巻・きぬた・木釘・桧扇・かんざしなどの日常生活什器が顕著である。このほか人形・剣

形・刀子形木器などもある。また特殊なものとしては，飛ぶ鳥を墨で描いた板や赤彩した火

焔宝珠形の板などがある。漆器には椀・皿・盆・高杯などがある。多くは黒漆であるが，内

面に赤漆をかけたものもあり注目される。

　石製品には，石帯・丸玉・砥石などの他に弥生時代の柱状片刃石斧も出土して卜る。な

お，一条通りの南方のトレンチでは若干の土器片・瓦片を検出したのみである。

　藤原宮の南限（口絵４）　藤原宮の四至のうち，北限・西限・東北隅は,奈良県教育委員会の

調査で明らかとなって卜る。今回の調査は，宮域南限の確認を主目的として実施し，これま

で朝堂院の南門と推定されていた門跡から南へ，トレンチ（長さ150m,幅10m）を設げた。

　この門跡の遺構は，日本古文化研究所によって1943年に検出されて卜るレ調査は，まずこ

の一部を再検出する二とから始めた。遺構は，礎石すえっけのための掘りかたの最下部と，

根固めのための玉石とがわずかに残存する程度であって，基壇施設のほとんどは失われ，ま

た特別の基坦地業の痕跡は認められなかった。調査地域が制限されていたため，門の完令な

規模は確認できなかったが，桁行３間分（柱間寸法5.1m等問）を検出した。梁問（柱間寸法4.5

m等問）は２間であった。この北側柱列の北約３ｍのところに，雨落溝の残存部とみられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－40－



０　　　　５　　　　１０　　　15CM

第５図　平城京東三坊大路東側溝出土陶器（１～９灰釧胴乱10 ・11越州窯陶器，12～19緑和陶器）

傑敷（幅約１ｍ）の一部を検出したが，南側では不明であった。この門の中心から南へ約20m

離れた地点で，東西方向の溝１条（幅約５ｍ・深さ約１ｍ）を検出した。　もとは玉石積だった

らしく，一部に玉石が残存していた。この溝から南の地域につ卜ては，諸般の事情により十

分な精査を行なえなかったので断言はさしひかえるが，特に顕箸な遺構が存在する様相はみ，

られなかった。

　したがって，今回の調査で藤原宮の南限を確認したとはいえな卜。ただ門とその南の溝と

の位置関係が，宮域西限・北限の柱列と外側の溝とのそれに類似すること，溝以南に顕著な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｏ

遺構が存在しなかったことなどを考えると，この門を宮域南面中央門とする岸俊男氏の説

に，かなりの蓋然性を認めることもできよう。

　註　１　前方部南方・後円部西北方の２ヵ所で外堤の内縁にならべた埴幅列の存在を確認している。

　　　２　本調査の後に実施した不退寺境内緊急調査（69年12月）で存在を確認した後円部の周濠の位置

　　　　　から本古墳の全長の値を推定した。

　　　３　奈良教育大学梅田甲子郎氏によると，配石は黒雲母石英礼片麻岩・粗粒両雲母花こう岩（石英

　　　　　質片麻岩から成っている。これらの岩類は,奈良付近一帯の基盤岩である領家式岩類に属する。

　　　４　楢崎彰一「猿投山須恵器の編年」（『世界陶磁全集』第１巻, 1961.10)。

　　　5　稲田孝司「左京三坊大路東側溝の施和陶器」（奈良県観光第163号. 1970.6)。

　　　6　岸俊男「京域の想定と藤原京条坊制」（『藤原宮』,奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第25冊。

1969.3)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松下正司・佐藤興治・猪熊兼勝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－41－
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1969年度発見の平城宮木簡

1969年度平城宮跡発掘調査部の調査　２

　1969年丿隻の平城宮跡発掘調査では，総計216点の木簡を発見した。以下，調杏の順をおっ

て，その概要を報告する。なお，これらのうち主なものは，さきに公刊した『ヽﾄﾞ城宮発掘調

杏出土木簡概報（七）』C1970年２月刊）に収録した。

　第２次大極殿東外郭出土木簡　　大垣ﾀﾄ側の１段低くなった地区で検出した小土端から14点

出土した。このなかで注目されるのは，陰陽寮に関係するもの執数点あることである。た

　　　　　　　　　とえば木簡１は陰陽寮から大炊寮に食料を請求した文書（移文）である。

皿
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大
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陽
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大
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縮尺約1:5

木簡１

　　　　　　　　　　（升カ）このほかに「陰陽寮受飯ハロ」，「陰陽寮解中宿直口」，「陰陽師」など，

陰陽寮の役所内部で記録されたと考えられるものがある。したがって，

木簡１は陰陽寮で控えとした案文か，ある卜は大炊寮に差し出し食料を

受け取って，それとともに陰陽寮に返され廃棄されたものか，両様の解

釈ができる。これらの木簡は出土地付近に陰陽寮が存在したことを推定

させるひとつの硯拠となる。この出土地付近が平安宮古図にみられる陰

陽寮の位置とも符今することは先にふれたとおりである(35頁参照)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（壹力）　　　（大力）このほか貢進札として，（表）「近江国乗田價銭口つ」，（裏）「口口口

口」がある。これは，近江国が乗田（＝公IH，白‘姓に班給Ｌ残った田）を賃

租Ｌ，その賃租料を銭貨で納めたものである。木簡に賃租資料がみられ

るのははじめてであり，天平８年３月の太政官奏（万|ぷず,抑），および大

宝・養老両令条文の異同などの問題と関連する重要なものである。裏面

の年紀ぱ，全体の字数からみて，「天平」と考えるのが妥当であろう。

年紀銘ではっきりするものには，習書で「天平」があり，このほかに

「大養徳国（二大倭国）」と記したものがある。『続日本紀』では，この表

記法は，天平９年12月から同19年３月の期間に限定される。

　左京一条三坊十六坪出土木簡　　遺跡についての概要（37頁参照）でのべ

たように，本地区の遺構はＡ－Ｅ期の５期におけることができる。この

うちＣ期にぞくする南北溝から33点出土しか。おもなものは，貢進札の

10数点てある。　貢進物名が判明するものは，白米・庸米にかぎられて

おり，なかでも参河国八名･額田･青の３郡の貢進札が７点あるのが注目

　　　　　　　　　　（官力）される。このほか，「コ奴婢食料米一班」がある。年紀銘は，和銅６年

(713)・霊亀３年(717)・養老７年(723)など，奈良時代も比較的早いとこ

ろにかぎられており，その頃の平城京の建設状況や，平城宮との関係を

考えるひとつの手がかりとなろう。　ほかに，「槃毅論　夏」の習附加あ

り，楽毅論が臨書の手木として重んじ,られていたことを裏書きする。

　　　　　　　　　　― 42 ―



　　　　　　　　　　　　　　　1969年度発見の平城富木簡

　東三坊大路東側溝出土木簡　　42点出土した。全体に断片的な史料が

多卜が，「人々荊」と記した題籤，習書で「波羅密多経巻」と記した

もの，「天長５年（828）」（木簡４），「天長７年（830）」の年紀をもつも

のなどが注目される。

　しかし，もっとも注意をひくのは，告知札と名づけるものである。

　告知札は現在までに発見された平城宮木簡の中では最大級のもので

ある（木簡2 : 100.０ｃｍ,木簡3: 87.6cm,木簡4 : 113.4cm)。長方形の材の下

端部を尖らせ，文字は全体に記すのではなく，下方に広い空白部を残

して卜る。これらは「告知往還諸人」で始まる例（木簡２）のように，

不特定多数（たとえば往還諸人）に告げ知らしめるための右のであっ

て，特定の授受関係をもった往復文書ではな卜と考えられる。木簡の

下部を空白にしているのは土中に埋め込むためであろう。この種のも

のは後世の制札などに使用されたものと系統を一にすると卜えょう。

　管見にょれば，たとえば『類聚三代格』にみえる，禁制を内容とし

た太政官符には，その伝達手段として交通の要衝などに膀示し告知す

る二とがおこなわれていた二とがみえる。また，賦役令赴役身死条に

は匠丁が路次で死亡した場合，これを路傍に埋め殯めて本籍地に報告

せよとあり，そのとき姓名・容姿などの特徴を記した「牌」を立てさ

せた。捕亡令有死人条・獄令因死条などにも同じような規定があり，

埋葬した上に膀を立てるように命じて卜る。

　卜っぽう『三代格』には，京の喪儀が僣奢になることを禁止した太政

官符に，その伝達方法として「所在の条坊および要路に於いて明らか

に膀示を加えよ」として卜る借笠び古）。また，僕隷が病を患って路

次に追い出され，看護人もなく餓死してしまうような弊害をいましめ

たものには「掲て要路に膀示し,分明に告知せよ」とあ列苧‰音符）。

令，三代格いずれの場合乱死者の家族ある卜は往来の人々に熟知さ

せる手段として膀示されたのである。今回発見の木簡もこうした範躊

に入れられるべきものと考え，仮りに「告知札」と名づけた。この告

知札は太政官符にみられるょうな禁制札とはいえな卜が，盗みとられ

た斑牡牛を作物を喰卜あらしたので捉え預かったり（木簡４），また行

方不明となって捜している馬の特徴をそれぞれ記し，心当たりの者に

告知するという方法は上記のような制札とその性格を同じくするもの

である。以下，その内容につ卜て考えよう。
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木簡２は往来の諸人に黒鹿毛の牝昌一匹の捜索を依頼したものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）る（口絵３）。「馬が山階寺（興福寺）の南花薗にあった池（猿沢池）あた

りから逃げたので，もし捕えた人は山階寺の僧房の中室ピ面僧房の東

室）第三房の主まで知らせてほし卜」と卜う右の。管見では,興福寺中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）室と卜う呼称は11世紀けじめごろから記録にみられるが，卜つごろか

ら中室と呼ばれていたかはっきりせず，二の意味で新しい資料を提供

したと卜える。また，おそくとも10世紀前半の段階で，中室の呼称が

確実視されると，三面僧房の位置より東の地域に僧房が存在し，これ

を東室と呼んでいたことがわかる。となると，興福寺の伽藍縁起を記

した『山階流記』に収める天平前記・天平記・宝字記・延暦記などの

記録の史料批判ともあわせ，興福寺僧房，とりわけ三面僧房と東地域

にあった東室との関係，東室の創建時期などについて再検討をせまる

資料が発見されたことになる。

　木簡３は，盗みとられた斑牡牛の発見者は，大和国山辺郡長屋井門

村（天理市井戸堂か）に告げ来たれと卜うものである。長屋は万葉集（

1―78)にみえる，藤原古京から平城京に至る路次の長屋原であろう。

この地域で盗まれた牛を平城京の北端に近い，大和と山背の国堺で告

知することを考えると，ここに至る道が重要視されて卜たことが知ら

（3）
れ，また，発掘地域が交通の要衝であったことをも裏づける。

　山背と大和とを結ぶ交通路としては，卜ままで，歌姫越え，奈良坂

越えが考えられてきた。しかし，最近，恭仁京の歴史地理学的研究を

　
（
往
還
力
）

口
口
口
口
口
告
知

（
被
盗
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
爪
力
）

口
口
斑
牡
牛
一
頭
　
誌
左
右
本
口
在
歳
六

庶
告
賜
山
逞
郡
長
屋
井
門
村
　
右
牛
以
十

一許
月

掛
口

Ｕ

聞
給
人

益
坐
必

こ可

Ｚに緊給

告
知
捉
立
鹿
毛
牡
馬
一
匹
添
髪
口

　
　
　
　
　
　
　
（
毛
力
）

右
馬
以
今
月
一
日
辰
時
依
作
物
食
損
捉
立
也
而
至
于
今
目
未
末
其
主

　
１
口
」
口
馬
口
可
来
ロ
ロ
ド
�
］
天
長
五
年
四
月
四
日

木簡３　　木簡４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）通じて，「コナベ越え」と呼ぶ道の存在が想定されている。現在の関西線沿いの小谷を通っ

て平城京に至り，コナベ古墳の東辺を経て，東二坊大路か平城宮東辺にっくルートである。

今回の調査成果からみると，ウワナベ古墳東辺を経て東三坊大路に接続さぜる道が存在する

可能性も大きい。今後の十分な検討が必要である。

註　１　『山階流記』（『大日本仏教全書』興福寺叢書第1 1915.5)にはつぎの記載がある。

　　　　宝字記云，南花薗四坊，在池一堤，天平記云，名佐努作波。

　　　　なお興福寺については，大岡　実『南都七大寺の研究』(1966.10)参照。

　　２　『造興福寺記』（『大日本仏教全書』興福寺叢書第１）永承２年(1047) 12月14日条。

　　３　岸俊男「大和の古道」（橿原考古学研究所編『日本古文化論放』1970.5)参照。

　　４　足利健亮「恭仁京の歴史地理学的研究　第一報」（史林　第52巻第３号, 1969. 5)
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平城官東朝集殿の復原模型

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

　1965年度から毎年，文化庁記念物課の予算で平城宮建築の復原模型を製作している昿本

年度は第２次朝堂院東州集殿１棟を製作した。東朝集殿は，切妻造りの南北棟で，西面して

レだこと，そして，のちに唐招提寺講堂として移建改築されたことが知られている。唐招提

寺講堂は, 1967年10月から奈良県教育委員会によって解体修理中であって，綿密な調査の結

果，朝集殿当時の形態が解明されつつある。調査部はこれに呼応して，昨年度に第48次調査

として第２次朝堂院東朝集殿跡を発掘調査し，遺跡の上でその実体を究明した。このように

資料的にめぐまれた状態での模型の製作であったが，なお，推定にたよらざるをえない部分

もあった。以下この推定をもふくめ，今回の設計にあたっての概要をあげる。

　基　壇　　発掘によって，凝灰岩基壇（東西16m,南北34 m)の東西両面に，おのおの３カ

所に階段がっくことが判明した。基壇の高さは発掘した階段の出，および現講堂の旧地覆石

と建築本体との位置関係によって，４尺余（天平尺　以下も同じ）あったことがわかる。

　建物規模　　児講堂の残存部材や番付けなとがら，柱間数は９問×４間，柱間寸法はひと

則行行は13尺，梁行は11.4尺となるｃこれは発掘による基壇の規模ともよく符合する。

　軸　部　　現講堂には朝集殿当時のものとみられる柱が数本現存し，これによって側柱

の長さは13.5尺，最大ば1.9尺に決定し｡だ。柱間装置は，最も古式な士壁間渡し貫穴によっ

て，側而全問と背面の両端問を十県としほかは開放とした。

第11叉|　東朝集殿模型　　平城宮資料館に展示巾

　　　　　　　　　― 45 ―
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平城宮東朝集殿の復原模型

　　　　第３図　製作中の東朝集殿模型　　　　　　　　　　　第４図　馬寮の遺跡模型

　斗　棋　　解体前の推定どおり，大斗吋木となり，中備えには問斗束が入る。

　軒・構架　　構架は現講堂の虹梁その他の当初材によって復原でき，従来の研究にみると

おり，切妻造り二重虹梁幕股形式となる。垂木は地・飛椙とも角垂木で，大きさと出は残存

部材によって推定可能である。垂木割りは現在よりあらく，ひとま12本配りにきめられる。

けらばの出は発掘基壇と復原建物との寸法差によって推定できる。

　屋根瓦　　平城宮東朝集殿には，第２次朝堂院造営時のものとみられる6225-6663型式の

セットが使われていた。この瓦は唐招提寺の現講堂周辺からも出土するから，瓦もふくめて

移築したらしい。ほかに大型軒丸瓦6225 L 型式(直径26cm)が８僻発見されている。模型で

は，大棟飾りが鵬尾ではなく鬼瓦と仮定し，大棟に２個，降り棟に４個，それに拝み部分と

軒隅とを含め，あわせて12個使用しか。

　このようにして，建物の解体調査と，遺跡の発掘調査との成果を直接っきあわすことがで

きたのは，平城宮の建物ひいては奈良時代建築を考える上において貴重な機会であった。

な化現講堂の大虹梁が朝集殿よりもう一時期古い痕跡をもつ事実は問題を今後に残そう。

　設計にあたって，奈良県教育委員会文化財保存事務所唐招提寺出張所の方々に多くの資料

と助言をいただ卜だことを感謝したい。

　な化　この他の模型として，馬寮東南部東|桐80m ・南北90mの範囲にわたる地域の遺跡模

丿型(縮尺屈o)をも製作した(第４図)。この模型は,発掘調査によってえた遺跡の状態を忠実に具

現することを目的としたもので，すでに坊債基壇建物一郭･内裏正殿周辺部が完成しており，

その３回目の製作にあたる。今回の製作範囲には平城宮資料館の建設地が一部含まれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(m見啓三)
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平城宮資料館　　東から

奈良国立文化財研究所要項

　　Ｉ　研究事業概況

研究発表・現地説明会

1　1969年６月７日　於本所「平城宮跡発掘調査

　　10ヵ年の成果」坪井清足･沢村仁･狩野久。

2　1969年９月13日　於平城宮跡第54～57次調査

　　現場　佐藤興治・小笠原好彦。

在外研究

考古学的遺構保存の調査研究　1969年８月18日～

11月17日田中琢　ソ連･デンマーク･イギリス。

海外学者招致

デンマーク国立博物館保存科学部Ｂ. BRORSEN

ＣＨＲＩＳＴＥＮＳＥＮ博士，文化庁の招きで滞日。

1970年３月16～30日　調査部では保存科学につい

て指導を,うけた。

平城宮跡発掘調査指導委員会

1　1969年９月29 ・30日　於調査部。現地視察

　　第54～57次調査現場，藤原宮跡・飛鳥地方。

2　1970年２月26 ・27日　於調査部。現地視察

　　平城宮跡第59次・藤原宮跡第１次調査現場。

普及事業

１　平城宮跡覆屋特別公開　1969年10J」22日～

　　11月25日　見学者11,526名。

２　平城宮展（朝日新聞主催　文化庁後援) 1969

　　年４月18～23日　於三重県四日市市近鉄百貨

　　店　見学者7,765名。

昭和44年度文部省科学研究費交付金による研究

研究課題 種類　　担当者 交付金

七人寺巡礼私記の研　r､ム
究　　　　　　　　総A, A

新しレ遺跡測定法の　　;1し
開発研究　　　　　　‾殷Ａ

古墳時代における生　　;jLヽ
産組織の地域的研究　‾殷Ｃ

建造物の経年的変形　　。
に関する研究　　　　‾般Ｄ

日本古代小田論　　　一般Ｄ

友禅染の研究　　　　一般Ｄ

古代中世における土　一　般
地利用の歴史的展開　（継続）

日本古代建築の部材　一　般
構成に関する研究　｜（他校）

諮1ﾐの変遷に関する　奨励Ａ

詣頴伴奏龍コい

昌真妄指紋伝成立史　奨励Ａ

詣諮ja産用具の集成　奨励Ａ

４・５世紀における｜
政治社会の考古学的　奨励Ａ
考察

文字瓦の研究　　　　奨励Ａ

土偶の研究　　　　　奨励Ａ

護憲器製作技術の伝i奨励Ａ

守田公夫

　　　ほか･

坪井清足

*

本村尿い

牛川喜幸

狩野　久

守田公夫

坪井清足

　　　ほか

沢村　仁

細見啓三

伊東太作

真鍋俊照

町田　章

猪熊兼勝

森　郁夫

小笠原好彦

　　　　**
山沢義毀

単位千円

　1,300

19,000

　　410

　　200

　　130

　　150

　　300

　　180

　　150

　　150

　　100

　　120

　　100

　　100

　　100

　　100

*決定後，転任のため，研究|必力者(松下正司ほか)がこ

れをうけついだ。

＊＊決定後，辞任したため返済した。
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　　ｎ　組織規定

文部省設置法　抜草
昭和24

奈良国立文化財研究所要項

年法律第146リ
年６月15｢!一部改止

第36条　第43条に規定するもののほか，文化庁に

　次の賎関を置く。

　国立文化財研究所（前後略）

第41条　国立文化財研究所は，文化財に関する調

　査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関

　とする。

２　国立文化財研究所の名称及び位置は，次のと

　おりとする。

　　名　　　　称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所 奈良市

３

４

　国立文化財研究所には，支所を置くことがで

きる。

　国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部省令で定める。

文部省設置法施行規則　抜草

　　　　昭和28年Ｕ‾川口文部省令泌，治川仔|計判川1糾

　　　　文部省令2(に丿巾4汗刊17日文部省令弟1叫

　　　第５章　文化庁の附属機関

　　　　第４節　国立文化財研究所

　　　第２款　奈良国立文化財研究所

　　(所　長)

第123条　奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２　所長は所務を掌理する。

　　(内部組織)

第124条　奈良国立文化財研究所に，庶務課，美

　術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

　びに平城宮跡発掘調査部を置く。

　　(嘸務課の事務)

第125条　庶務課においては，次の事務をつかさ

　どる。

１　職員の人事に関する事務を処理すること。

２　職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

３　公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に

　関すること。

４　経費及び収入の予算，決算その他会計に関す

　る事務を処理すること。

５　行政財産及び物品の管理に関する事務を処理

　すること。

６　平城宮跡の遺構及び遺物の保全のための警備

　に関すること。

７　庁内の取締りに関すること。

８　前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属し

　なtヽ事務を処理すること。

　　（美術工芸研究室等の事務）

第126条　美術工芸研究室においては，絵画，彫

　刻，工芸品，書跡，その他建物以外の有形文化

　財及び工芸技術に関する調査研究を行ない，並

　びにその結果の公表を行なう。

２　建造物研究室においては，建造物に関する調

　査研究を行ない並びにその結果の公表を行なう

３　歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

　る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

　行なう。

　　（平城宮跡発掘調査部の７室及び事務）

第127条　平城宮跡発掘調査部に，考古第１調査

　室，考古第２調査室，考古第３調査室，遺構調

　査室，計測修景調査室，史料調査室及び飛鳥藤

　原宮跡調査室を置く。

２　前項の各室（飛鳥藤原宮跡調査室を除く）に

　おいては，平城宮跡に関し，次項から第６項ま

　でに定める事務を処理するほか，その発掘を行

　なう。

３　考古第１調査室，考古第２調査室及び考古第

　３調査室においては，別に定めるところにより

　分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

　調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４　遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

　調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５　計測修景調査室においては，遺構の計測及び

　修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

　らの結果の公表を行なう。

６　史料調査室においては，木簡咄呆存整理及び

　調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

　らの結果の公表を行なう。

７　飛鳥藤原宮跡調査室においては，飛鳥藤原宮

　跡の発掘，遺構及び遺物の保存整理及び調査研

　究並びにこれらの結果の公表を行なう，
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阻 図書および資料(1969年度現在）

図書　19,715|lil-　　写真66,658r

　　ｙ　予　算(1969年度）

人件費63,130千円　物件費212,960千円

　　　　　　　　　計276,090千円

VI　研究成果刊行物

奈良国立文化財研究所学報

奈良国立文化財研究所史料

　　Ｖ　施　設(1969年度）

土地　5,126�

建物
建　物 春日野　　平城　　　計

事　務　所
倉　　　庫

車　　　庫
会議常

彦　　堂
写　真　常
資　料　館
覆屋展示棟
そ　の　他

　　計

　　　　　　　　　　　　　�

　797　　　208　　　1,005

　191　　1,151　　　1,342

　　20　　　77　　　　　97

　　40　　　　0　　　　　40

　109　　　　0　　　　109

　　86　　　　0　　　　　86

　　0　3,496　　　3,498

　　0　　1,995　　　1,995

　200　　　989　　　1,189

1､443　7,916　　　9､359
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Ⅶ　人事移動

　　　　(1969年４月１日～1970年３月31日）

４月１日

丿付肝|

５月１日

５月26日

７月１日

文部技官採用　西村康・甲斐忠彦・

稲田孝司・黒崎直。

研究補佐員採用　沢田正昭。

事務補佐員採用　福住八重子。

文化庁記念物課併任解除　松下正司。

小林剛所長死去。

所長事務取扱　蔵田蔵。

文化財鑑査官から所長就任　松下隆章

東京国立博物館考古課へ転任　本村豪

章。文部技官採用　田辺征夫。

７月16日　文化庁記念物課併任解除，同課へ転任

　　　　　三輪嘉六。

沢
林
中
林
中
中
井
頭

田
小
田
小
田
田
坪
鬼

坦
剛

・原・横田拓実･鬼頭・加藤優

卜狩野･原･横田拓実･工楽・

　　　　　文化庁記念物課併任　工楽善通。

　　　　　文部技官に配置換え　沢田正昭。

９月１日　調査部史料調査室長併任解除旧中稔。

　　　　　第３調査室長から史料調査室長に配置

　　　　　換え　狩野久。調査部第3調査室主査

　　　　　牛川喜幸，保存整理室主査河原純之，

　　　　　第４調査室主査　八賀晋。

12月31日

１月８日

１月９日

３月30日

３月31日

－50－

辞職　松尾妙子。

事務補佐員採用　宮本宣代。

研究補佐員採用　石丸洋・田村陽子。

辞職　松本二三子・脇本みよ于。

辞職　守田公夫。辞職，千葉県立上総

博物館学芸課長に就任　石井則孝。





５頁　本文下から10行目

９頁　第１図説明

年報18 7 0正誤表

14頁　下から１行目

23頁　第１図

34頁　第１図・第２表の遺構番号

38頁　第３図中

裏表紙　名簿左列
建造物研究室の所属　牛川喜幸

　　　　　　　　　　宮本

裏表紙　英文　最下行右端

　　　　　誤
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1969

塗

三軒茶屋
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S B556右方のS A55口

建築

　●　●　●　●遺跡庭園
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正

紛本

1969

1968

漆

三軒屋

7000番代

S A 553

遺跡庭園

建築
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